
(57)【要約】
【課題】軟質感触表面を有し、容易に製造でき、軟質感触表面は成形及びプラスチックに
よる裏打ち射出成形の間に影響を受けない、プラスチックの複合成形品を提供する
【解決手段】Ａ）Ａ１）熱可塑性樹脂のキャリアフィルム、及びＡ２）キャリアフィルム
Ａ１）の１つの面上に配置された軟質感触塗料の被膜を含む熱可塑性成形性耐熱複合フィ
ルム、並びにＢ）軟質感触被膜から遠い方の、キャリアフィルムＡ１）の他面上に配置さ
れた熱可塑性層を含む複合プラスチック成形品であって、軟質感触被膜Ａ２）は、ｉ）水
酸基及び／又はアミノ基を含まないポリウレタン及び／又はポリウレタンウレア、 ii）水
酸基及び／又はアミノ基を含むイオン変性ポリウレタン及び／又はポリウレタンウレア、
並びに iii）架橋剤を含む組成物から得られる、複合プラスチック成形品。
【選択図】なし
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 Ａ ）
　 Ａ １ ） 熱 可 塑 性 樹 脂 の キ ャ リ ア フ ィ ル ム 、 お よ び
　 Ａ ２ ） キ ャ リ ア フ ィ ル ム Ａ １ ） の １ つ の 面 上 に 配 置 さ れ た 軟 質 感 触 塗 料 の 被 膜
を 含 む 熱 可 塑 性 成 形 性 耐 熱 複 合 フ ィ ル ム 、
並 び に
　 Ｂ ） 軟 質 感 触 被 膜 か ら 遠 い 方 の 、 キ ャ リ ア フ ィ ル ム Ａ １ ） の 他 面 上 に 配 置 さ れ た 熱 可 塑
性 層
を 含 ん で な る 複 合 プ ラ ス チ ッ ク 成 形 品 で あ っ て 、
軟 質 感 触 被 膜 Ａ ２ ） は 、
　 ｉ ） 水 酸 基 及 び ／ 又 は ア ミ ノ 基 を 含 ま な い ポ リ ウ レ タ ン 及 び ／ 又 は ポ リ ウ レ タ ン ウ レ ア
、
　 ii） 水 酸 基 及 び ／ 又 は ア ミ ノ 基 を 含 む イ オ ン 変 性 ポ リ ウ レ タ ン 及 び ／ 又 は ポ リ ウ レ タ ン
ウ レ ア 、
　 iii） 少 な く と も １ 種 の 架 橋 剤 、
　 iv） 任 意 の フ ィ ル ム 形 成 樹 脂 、 及 び
　 ｖ ） 任 意 の 添 加 剤
を 含 む 組 成 物 か ら 得 ら れ る 、 複 合 プ ラ ス チ ッ ク 成 形 品 。
【 請 求 項 ２ 】
　 Ｉ ） 熱 可 塑 性 樹 脂 の キ ャ リ ア フ ィ ル ム Ａ １ ） 及 び 該 キ ャ リ ア フ ィ ル ム Ａ １ ） の １ つ の 面
上 に 配 置 さ れ た 軟 質 感 触 塗 料 の 被 膜 Ａ ２ ） を 含 む 熱 可 塑 性 成 形 性 耐 熱 複 合 フ ィ ル ム を 金 型
に 供 給 し 、
　 II） 軟 質 感 触 被 膜 か ら 遠 い 方 の 、 複 合 フ ィ ル ム Ａ ） の 他 面 に 、 熱 可 塑 性 樹 脂 を 、 裏 打 ち
射 出 成 形 、 裏 打 ち プ レ ス 、 裏 打 ち 注 型 又 は 裏 打 ち 発 泡 す る
こ と を 含 ん で な る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 複 合 プ ラ ス チ ッ ク 成 形 品 の 製 造 方 法 で あ っ て 、 軟 質
感 触 被 膜 は 、
　 ｉ ） 水 酸 基 及 び ／ 又 は ア ミ ノ 基 を 含 ま な い ポ リ ウ レ タ ン 及 び ／ 又 は ポ リ ウ レ タ ン ウ レ ア
、
　 ii） 水 酸 基 及 び ／ 又 は ア ミ ノ 基 を 含 む イ オ ン 変 性 ポ リ ウ レ タ ン 及 び ／ 又 は ポ リ ウ レ タ ン
ウ レ ア 、
　 iii） 少 な く と も １ 種 の 架 橋 剤 、
　 iv） 任 意 の フ ィ ル ム 形 成 樹 脂 、 及 び
　 ｖ ） 任 意 の 添 加 剤
を 含 む 組 成 物 か ら 得 ら れ る 、 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 複 合 プ ラ ス チ ッ ク 成 形 品 を 含 む 、 通 信 機 器 、 自 動 車 、 船 舶 又 は 航 空 機
。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 軟 質 感 触 （ soft touch） 被 膜 の 層 と キ ャ リ ア フ ィ ル ム 、 特 に ポ リ カ ー ボ ネ ー
ト フ ィ ル ム を 有 す る 熱 可 塑 性 成 形 性 複 合 フ ィ ル ム 、 及 び 裏 打 ち 射 出 成 形 、 裏 打 ち 注 型 又 は
裏 打 ち プ レ ス さ れ た 熱 可 塑 性 層 か ら な る 複 合 成 形 品 、 そ の よ う な 複 合 成 形 品 及 び 複 合 フ ィ
ル ム の 製 造 方 法 、 並 び に そ れ ら の 、 通 信 機 器 、 乗 物 、 船 舶 及 び 航 空 機 の 製 造 に お け る 使 用
に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 軟 質 感 触 被 膜 に よ り 被 覆 さ れ た 要 素 （ 成 形 品 ） 及 び そ れ ら の 製 造 方 法 は 、 一 般 に 知 ら れ
て い る 。 通 例 、 軟 質 感 触 層 及 び プ ラ ス チ ッ ク 要 素 の 複 合 成 形 品 は 、 プ ラ ス チ ッ ク 要 素 を 後
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で 被 覆 す る こ と に よ り 製 造 さ れ る 。 特 に 自 動 車 の 製 造 で は 、 大 面 積 の 部 品 又 は 複 雑 な 形 状
の 部 品 を 製 造 し な け れ ば な ら な い 場 合 、 そ の よ う な 製 法 が 好 ま し い 。 し か し な が ら 、 軟 質
感 触 層 を 後 で 適 用 す る こ と は 、 非 常 に 多 数 の 別 個 の 作 業 工 程 を 必 要 と し 、 そ の よ う な 工 程
の い く つ か は 、 人 手 に よ り 実 施 し な け れ ば な ら ず 、 自 動 化 で き な い 。 更 に 、 部 品 の あ る 部
分 へ の 軟 質 感 触 層 の 被 覆 は 、 非 常 に 経 費 を か け て し か 行 う こ と が で き な い 。 加 え て 、 ３ 次
元 成 形 物 品 の 被 覆 で は 、 い わ ゆ る ス プ レ ー し ぶ き に よ り 、 少 な か ら ぬ 量 の 軟 質 感 触 塗 料 が
失 さ れ る こ と が あ る 。 欠 陥 無 く 塗 装 さ れ た ３ 次 元 部 品 の 割 合 は 、 工 業 的 に は よ り 容 易 に 塗
装 で き る ２ 次 元 フ ィ ル ム の 場 合 に 比 べ て 、 著 し く 小 さ い 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 原 料 を 削 減 で き る 効 果 的 で 経 済 的 な 方 法 に 到 達 す る 為 に 、 １ つ の 作 業 操 作 で 直 接 プ ラ ス
チ ッ ク 材 料 に よ り 複 合 フ ィ ル ム を 裏 打 ち 射 出 成 形 又 は 裏 打 ち プ レ ス す る た め の 試 み が な さ
れ て き た 。 し か し な が ら 、 こ の 場 合 、 軟 質 感 触 層 は 、 発 生 す る 高 い 加 工 温 度 の 故 に 、 恒 常
的 に 影 響 を 受 け る 。 例 え ば 、 光 沢 の あ る 点 又 は 面 が 観 察 さ れ る 。 敏 感 な 層 が 裏 打 ち 射 出 成
形 中 に 損 傷 を 受 け な い 様 に す る た め に 、 種 々 の 解 決 策 が 提 案 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 EP-B 529 094 は 、 基 材 と カ バ ー フ ィ ル ム の 成 形 品 を 記 載 し て お り 、 カ バ ー フ ィ ル ム は
、 樹 脂 組 成 物 （ 塗 膜 ） 及 び 発 泡 層 を 含 ん で い る 。 樹 脂 組 成 物 は 、 カ バ ー フ ィ ル ム に 柔 ら か
い 手 触 り を 与 え 、 ウ レ タ ン 樹 脂 、 イ ソ シ ア ネ ー ト 、 硬 化 剤 、 並 び に プ ラ ス チ ッ ク の 弾 性 ビ
ー ズ 及 び ／ 又 は 多 孔 性 無 機 材 料 の 粒 子 を 含 む 。 ５ ０ ml／ １ ０ ０ ｇ を 超 え る 油 吸 着 量 を 有 す
る 特 殊 な ビ ー ズ 及 び ／ 又 は 材 料 が 、 柔 ら か い 感 触 を 与 え る 。
【 特 許 文 献 １ 】 EP-B 529 094
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 の 目 的 は 、 軟 質 感 触 表 面 を 有 し 、 容 易 に 製 造 で き 、 軟 質 感 触 表 面 は 成 形 及 び プ ラ
ス チ ッ ク に よ る 裏 打 ち 射 出 成 形 の 間 に 影 響 を 受 け な い 、 プ ラ ス チ ッ ク の 複 合 成 形 品 を 提 供
す る こ と で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 上 記 目 的 は 、 本 発 明 の 複 合 成 形 品 及 び そ の 製 造 方 法 に よ り 達 成 す る こ と が で き る 。
　 す な わ ち 、 本 発 明 は 、
　 Ａ ）
　 Ａ １ ） 熱 可 塑 性 樹 脂 の キ ャ リ ア フ ィ ル ム 、 お よ び
　 Ａ ２ ） キ ャ リ ア フ ィ ル ム Ａ １ ） の １ つ の 面 上 に 配 置 さ れ た 、 耐 熱 性 の 軟 質 感 触 塗 料 の 被
膜
を 含 む 熱 可 塑 性 成 形 性 耐 熱 複 合 フ ィ ル ム 、
並 び に
　 Ｂ ） 軟 質 感 触 被 膜 か ら 遠 い 方 の 、 キ ャ リ ア フ ィ ル ム Ａ １ ） の 他 面 上 に 配 置 さ れ た 熱 可 塑
性 層
を 含 ん で な る 複 合 プ ラ ス チ ッ ク 成 形 品 で あ っ て 、
軟 質 感 触 被 膜 Ａ ２ ） は 、
　 ｉ ） 水 酸 基 及 び ／ 又 は ア ミ ノ 基 を 含 ま な い ポ リ ウ レ タ ン 及 び ／ 又 は ポ リ ウ レ タ ン ウ レ ア
、
　 ii） 水 酸 基 及 び ／ 又 は ア ミ ノ 基 を 含 む イ オ ン 変 性 ポ リ ウ レ タ ン 及 び ／ 又 は ポ リ ウ レ タ ン
ウ レ ア 、
　 iii） 少 な く と も １ 種 の 架 橋 剤 、
　 iv） （ 上 記 Ａ １ ） 及 び Ａ ２ ） 以 外 の ） 任 意 の フ ィ ル ム 形 成 樹 脂 、 及 び
　 ｖ ） 任 意 の 添 加 剤
を 含 む 組 成 物 か ら 得 ら れ る 、 複 合 プ ラ ス チ ッ ク 成 形 品 を 提 供 す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
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　 さ ら に 、 本 発 明 は 、
　 Ｉ ） 熱 可 塑 性 樹 脂 の キ ャ リ ア フ ィ ル ム Ａ １ ） 及 び 該 キ ャ リ ア フ ィ ル ム Ａ １ ） の １ つ の 面
上 に 配 置 さ れ た 軟 質 感 触 塗 料 の 被 膜 Ａ ２ ） を 含 む 熱 可 塑 性 成 形 性 耐 熱 複 合 フ ィ ル ム を 金 型
に 供 給 し 、
　 II） 軟 質 感 触 被 膜 か ら 遠 い 方 の 、 複 合 フ ィ ル ム Ａ ） の 他 面 に 、 熱 可 塑 性 樹 脂 を 、 裏 打 ち
射 出 成 形 、 裏 打 ち プ レ ス 、 裏 打 ち 注 型 又 は 裏 打 ち 発 泡 す る
こ と を 含 ん で な る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 複 合 プ ラ ス チ ッ ク 成 形 品 の 製 造 方 法 で あ っ て 、 軟 質
感 触 被 膜 は 、
　 ｉ ） 水 酸 基 及 び ／ 又 は ア ミ ノ 基 を 含 ま な い ポ リ ウ レ タ ン 及 び ／ 又 は ポ リ ウ レ タ ン ウ レ ア
、
　 ii） 水 酸 基 及 び ／ 又 は ア ミ ノ 基 を 含 む イ オ ン 変 性 ポ リ ウ レ タ ン 及 び ／ 又 は ポ リ ウ レ タ ン
ウ レ ア 、
　 iii） 少 な く と も １ 種 の 架 橋 剤 、
　 iv） 任 意 の フ ィ ル ム 形 成 樹 脂 、 及 び
　 ｖ ） 任 意 の 添 加 剤
を 含 む 組 成 物 か ら 得 ら れ る 、 製 造 方 法 を 提 供 す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 に よ り 使 用 さ れ る 軟 質 （ 柔 軟 ） 感 触 被 膜 は 、 所 望 の 柔 ら か い 触 感 を 出 す た め に 多
孔 質 無 機 充 填 剤 を 含 ま ず 、 容 易 に 形 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ポ リ カ ー ボ ネ ー ト の フ ィ ル ム 、 及 び ポ リ カ ー ボ ネ ー ト と 他 の プ ラ ス チ ッ ク と の ブ レ ン ド
の フ ィ ル ム が 好 ま し く 使 用 さ れ る 。 軟 質 感 触 層 は 、 キ ャ リ ア フ ィ ル ム に 非 常 に よ く 接 着 す
る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 接 着 剤 又 は 発 泡 体 の 弾 性 付 与 層 は 必 要 で は な い 。 軟 質 感 触 層 の キ ャ リ ア フ ィ ル ム へ の 接
着 及 び 軟 質 感 触 層 の 伸 展 性 は 、 亀 裂 又 は 白 化 （ white fracture） を 生 じ る こ と な く 成 形 工
程 に 耐 え 得 る の に 十 分 で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 場 合 に よ り 印 刷 さ れ た 、 軟 質 感 触 被 膜 に よ り 被 覆 さ れ た 成 形 キ ャ リ ア フ ィ ル ム の 裏 打 ち
（ backing） 射 出 成 形 は 、 熱 可 塑 性 樹 脂 を 用 い て 行 わ れ る 。 約 ３ ０ ０ ℃ の 材 料 温 度 で ポ リ
カ ー ボ ネ ー ト を 用 い て 行 う こ と も で き る 。 軟 質 感 触 層 は 、 こ の 操 作 中 に 損 傷 を 受 け ず に 保
持 さ れ る 。 軟 質 感 触 層 が 損 傷 を 受 け た こ と を 示 す 光 沢 領 域 は 、 見 出 す こ と が で き な い 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 に よ り 複 合 成 形 品 に 使 用 さ れ る 複 合 フ ィ ル ム は 、 良 好 な 接 着 性 、 成 形 性 、 伸 展 性
、 外 観 特 性 及 び 感 覚 特 性 を 有 し 、 成 形 中 に 亀 裂 を 生 じ な い 。 被 覆 は 、 ク リ ア コ ー テ ィ ン グ
用 途 に も 適 し て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 に よ り 使 用 さ れ る 複 合 フ ィ ル ム は 、 そ の １ つ の 面 上 に 軟 質 感 触 層 を 有 し 、 少 な く
と も 一 部 の 領 域 で 、 亀 裂 又 は い わ ゆ る 白 化 を 生 じ る こ と な く ３ 次 元 部 品 を 与 え る よ う に 成
形 す る こ と が で き る 。
　 軟 質 感 触 層 は 、 キ ャ リ ア フ ィ ル ム に 対 し て 適 度 な 接 着 性 を 有 し 、 成 形 中 に キ ャ リ ア フ ィ
ル ム か ら 脱 離 し な い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 の 複 合 成 形 品 は 、 好 ま し く は 通 信 機 器 、 乗 物 ・ 自 動 車 及 び 航 空 機 の 製 造 に 使 用 さ
れ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 の 製 造 方 法 は 、 軟 質 感 触 層 と 所 望 に よ り 印 刷 す る こ と が で き る キ ャ リ ア フ ィ ル ム
と の 複 合 フ ィ ル ム を 、 ３ 次 元 成 形 品 が 得 ら れ る よ う に 成 形 す る 点 に 特 徴 が あ る 。 複 合 フ ィ
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ル ム は 、 軟 質 感 触 層 が 金 型 の 内 壁 に 面 す る 様 に 金 型 内 に 配 置 さ れ 、 熱 可 塑 性 樹 脂 に よ り 裏
打 ち 射 出 成 形 （ back injection） 、 裏 打 ち 注 型 （ back casting） 又 は 裏 打 ち プ レ ス （ back
 pressing） さ れ る 。 こ の 方 法 は 、 い く つ か の 別 個 の 工 程 で 、 又 は １ 工 程 法 で 行 う こ と が
で き る 。 一 般 に 、 最 初 に 形 成 さ れ た 複 合 フ ィ ル ム を 金 型 内 に 配 置 し 、 裏 打 ち 射 出 成 形 等 の
前 に 固 定 す る 。 固 定 は 、 通 例 、 静 電 気 荷 電 、 針 、 ク リ ッ プ 、 テ ン タ ー 、 点 接 着 又 は 吸 引 に
よ り 行 わ れ る 。 成 形 品 は 、 裏 打 ち 発 泡 （ back foaming） す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 発 明 の 複 合 成 形 品 は 、 典 型 的 に は 、 真 空 法 、 圧 縮 空 気 法 及 び 熱 成 形 又 は ハ イ ド ロ フ ォ
ー ム 法 に よ り 、 成 形 又 は 熱 成 形 す る こ と が で き る 。 し か し な が ら 、 好 ま し い 方 法 は 、 高 圧
成 形 法 で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 驚 く べ き こ と に 、 イ オ ン 変 性 ヒ ド ロ キ シ 及 び ／ 又 は ア ミ ン 官 能 性 ポ リ ウ レ タ ン 及 び ／ 又
は ポ リ ウ レ タ ン ウ レ ア 、 ヒ ド ロ キ シ 及 び ／ 又 は ア ミ ノ 基 を 含 ま な い ポ リ ウ レ タ ン 及 び ／ 又
は ポ リ ウ レ タ ン ウ レ ア 、 並 び に 架 橋 剤 の 組 み 合 わ せ が 、 軟 質 感 触 被 膜 に 要 求 さ れ る 特 性 プ
ロ フ ィ ー ル 及 び 対 応 す る 複 合 フ ィ ル ム を 用 い た 複 合 成 形 品 の 製 造 に 要 求 さ れ る 特 性 プ ロ フ
ィ ー ル を 満 足 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 本 発 明 に お い て 使 用 さ れ る 軟 質 感 触 組 成 物 は 、
　 ｉ ） 水 酸 基 及 び ／ 又 は ア ミ ノ 基 を 含 ま な い ポ リ ウ レ タ ン 及 び ／ 又 は ポ リ ウ レ タ ン ウ レ ア
、
　 ii） 水 酸 基 及 び ／ 又 は ア ミ ノ 基 を 含 む イ オ ン 変 性 ポ リ ウ レ タ ン 及 び ／ 又 は ポ リ ウ レ タ ン
ウ レ ア 、
　 iii） 少 な く と も １ 種 の 架 橋 剤 、
　 iv） 任 意 の フ ィ ル ム 形 成 樹 脂 、 及 び
　 ｖ ） 任 意 の 添 加 剤
を 含 む 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 非 官 能 性 化 合 物 ｉ ） 及 び 架 橋 性 官 能 性 化 合 物 ii） は 、 以 下 の 成 分 か ら 得 る こ と が で き る
：
　 （ １ ） ポ リ イ ソ シ ア ネ ー ト 、
　 （ ２ ） ２ ０ ０ ～ ８ ０ ０ ０ ｇ ／ モ ル の 数 平 均 分 子 量 を 有 す る ポ リ マ ー ポ リ オ ー ル 、
　 （ ３ ） ６ ２ ～ ４ ０ ０ の 数 平 均 分 子 量 及 び 合 計 で ２ 個 以 上 の 水 酸 基 及 び ／ 又 は ア ミ ノ 基 を
有 す る 低 分 子 量 化 合 物 、
　 （ ４ ） １ 個 の 水 酸 基 又 は ア ミ ノ 基 を 有 す る 化 合 物 （ 連 鎖 停 止 剤 ） 、
　 （ ５ ） イ ソ シ ア ネ ー ト 反 応 性 イ オ ン 性 又 は 潜 在 的 イ オ ン 性 親 水 性 化 合 物 、 及 び
　 （ ６ ） イ ソ シ ア ネ ー ト 反 応 性 非 イ オ ン 性 親 水 性 化 合 物 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 軟 質 感 触 被 膜 （ 柔 ら か い 手 触 り の 被 膜 ） は 、 発 泡 さ れ た 軟 質 感 触 被 膜 の 形 で 使 用 す る こ
と も で き る 。 こ れ に 関 連 し て 、 水 性 、 溶 媒 含 有 又 は 無 溶 媒 軟 質 感 触 組 成 物 の 場 合 、 非 常 に
良 好 な 触 感 お よ び 非 常 に 高 い 耐 引 掻 性 に よ り 特 徴 付 け ら れ る 発 泡 構 造 を 、 機 械 的 発 泡 又 は
対 応 す る 加 工 条 件 に よ り 形 成 す る こ と が で き る 。 こ の よ う な 被 膜 は 、 損 傷 、 す な わ ち 白 化
又 は 接 着 性 の 低 下 、 及 び 触 感 及 び 外 観 の 変 化 を 伴 う こ と な く 、 複 合 成 形 品 に 成 形 ・ 加 工 す
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 適 当 な ポ リ イ ソ シ ア ネ ー ト （ １ ） に は 、 好 ま し く は ２ 以 上 の Ｎ Ｃ Ｏ 官 能 価 を 有 す る 芳 香
族 、 芳 香 脂 肪 族 、 脂 肪 族 又 は 脂 環 式 ポ リ イ ソ シ ア ネ ー ト が 包 含 さ れ 、 ポ リ イ ソ シ ア ネ ー ト
は 、 イ ミ ノ オ キ サ ジ ア ジ ン ジ オ ン 、 イ ソ シ ア ヌ レ ー ト 、 ウ レ ト ジ オ ン 、 ウ レ タ ン 、 ア ロ フ
ァ ネ ー ト 、 ビ ウ レ ッ ト 、 ウ レ ア 、 オ キ サ ジ ア ジ ン ト リ オ ン 、 オ キ サ ゾ リ ジ ノ ン 、 ア シ ル ウ
レ ア 及 び ／ 又 は カ ル ボ ジ イ ミ ド 基 を 有 す る こ と が で き 、 こ の 技 術 分 野 で は 既 知 で あ る 。 こ
の よ う な ポ リ イ ソ シ ア ネ ー ト は 、 単 独 で 、 又 は 相 互 の 混 合 物 と し て 使 用 す る こ と が で き る
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。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 適 当 な ポ リ イ ソ シ ア ネ ー ト の 例 に は 、 ブ チ レ ン イ ソ シ ア ネ ー ト 、 ヘ キ サ メ チ レ ン ジ イ ソ
シ ア ネ ー ト （ HDI） 、 イ ソ ホ ロ ン ジ イ ソ シ ア ネ ー ト （ IPDI） 、 2,2,4-及 び 2,4,4-ト リ メ チ
ル ヘ キ サ メ チ レ ン ジ イ ソ シ ア ヌ レ ー ト 、 異 性 体 ビ ス (4,4'-イ ソ シ ア ナ ト シ ク ロ ヘ キ シ ル )
メ タ ン 又 は 任 意 の 異 性 体 含 有 量 の 混 合 物 、 イ ソ シ ア ナ ト メ チ ル -1,8-オ ク タ ン ジ イ ソ シ ア
ネ ー ト 、 1,4-シ ク ロ ヘ キ シ レ ン ジ イ ソ シ ア ネ ー ト 、 1,4-フ ェ ニ レ ン ジ イ ソ シ ア ネ ー ト 、 2,
4-及 び ／ 又 は 2,6-ト ル イ レ ン ジ イ ソ シ ア ネ ー ト 、 1,5-ナ フ タ レ ン ジ イ ソ シ ア ネ ー ト 、 2,4'
-又 は 4,4'-ジ フ ェ ニ ル メ タ ン ジ イ ソ シ ア ネ ー ト 、 ト リ フ ェ ニ ル メ タ ン -4,4',4"-ト リ イ ソ
シ ア ネ ー ト 、 又 は こ れ ら ジ イ ソ シ ア ネ ー ト か ら 製 造 さ れ る 、 ウ レ ト ジ オ ン 、 イ ソ シ ア ヌ レ
ー ト 、 ウ レ タ ン 、 ア ロ フ ァ ネ ー ト 、 ビ ウ レ ッ ト 、 イ ミ ノ オ キ サ ジ ア ジ ン ジ オ ン 及 び ／ 又 は
オ キ サ ジ ア ジ ン ト リ オ ン 基 を 有 し 、 ３ 個 以 上 の Ｎ Ｃ Ｏ 基 を 有 す る 付 加 物 （ 例 え ば 、 J. Pra
kt. Chem, 336(1994) p. 185-200に 記 載 ） を 包 含 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 例 え ば 、 4-イ ソ シ ア ナ ト メ チ ル -1,8-オ ク タ ン ジ イ ソ シ ア ネ ー ト （ ノ ナ ン ト リ イ ソ シ ア
ネ ー ト ） は 、 １ 分 子 あ た り ３ 個 以 上 の Ｎ Ｃ Ｏ 基 を 有 す る 未 変 性 ポ リ イ ソ シ ア ネ ー ト の 例 で
あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 好 ま し く は 、 ポ リ イ ソ シ ア ネ ー ト は 、 専 ら 脂 肪 族 的 及 び ／ 又 は 脂 環 式 に 結 合 し た イ ソ シ
ア ネ ー ト 基 を 有 す る ポ リ イ ソ シ ア ネ ー ト 又 は ポ リ イ ソ シ ア ネ ー ト 混 合 物 で あ る 。
　 ヘ キ サ メ チ レ ン ジ イ ソ シ ア ヌ レ ー ト 、 イ ソ ホ ロ ン ジ イ ソ シ ア ネ ー ト 、 異 性 体 ビ ス (4,4'-
イ ソ シ ア ナ ト ヘ キ シ ル )メ タ ン 及 び こ れ ら の 混 合 物 が 特 に 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 上 記 成 分 （ ２ ） と し て 適 当 な ポ リ オ ー ル は 、 少 な く と も １ ． ８ か ら ４ の 数 平 均 Ｏ Ｈ 官 能
価 、 ２ ０ ０ ～ ８ ０ ０ ０ の 数 平 均 分 子 量 及 び ２ ～ ３ の Ｏ Ｈ 官 能 価 を 有 す る 。 ２ ０ ０ ～ ３ ０ ０
０ の 数 平 均 分 子 量 を 有 す る ポ リ オ ー ル が 特 に 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 化 合 物 （ ２ ） と し て 使 用 す る こ と が で き る ポ リ エ ス テ ル ポ リ オ ー ル は 、 好 ま し く は ４ ０
０ ～ ６ ０ ０ ０ 、 よ り 好 ま し く は ６ ０ ０ ～ ３ ０ ０ ０ の 数 平 均 分 子 量 を 有 す る 。 ポ リ エ ス テ ル
ポ リ オ ー ル の 水 酸 価 は 、 好 ま し く は ２ ２ ～ ４ ０ ０ ， よ り 好 ま し く は ５ ０ ～ ２ ０ ０ 、 最 も 好
ま し く は ８ ０ ～ １ ６ ０ mgKOH／ ｇ で あ る 。 ポ リ エ ス テ ル ポ リ オ ー ル は 、 １ ． ５ ～ ６ 、 よ り
好 ま し く は １ ． ８ ～ ３ ， 特 に 好 ま し く は ２ の 数 平 均 Ｏ Ｈ 官 能 価 を 有 す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 適 当 な 化 合 物 に は 、 ジ オ ー ル 及 び 所 望 に よ り ポ リ （ ト リ 、 テ ト ラ ） オ ー ル 、 並 び に ジ カ
ル ボ ン 酸 及 び 所 望 に よ り ポ リ （ ト リ 、 テ ト ラ ） カ ル ボ ン 酸 又 は ヒ ド ロ キ シ カ ル ボ ン 酸 又 は
ラ ク ト ン の 既 知 の 重 縮 合 物 で あ る 。 遊 離 ポ リ カ ル ボ ン 酸 に 代 え て 、 対 応 す る 無 水 ポ リ カ ル
ボ ン 酸 、 又 は ポ リ エ ス テ ル を 製 造 す る た め の 低 級 ア ル コ ー ル と の 対 応 す る ポ リ カ ル ボ ン 酸
の エ ス テ ル を 使 用 す る こ と も で き る 。 適 当 な ジ オ ー ル の 例 に は 、 エ チ レ ン グ リ コ ー ル 、 ブ
チ レ ン グ リ コ ー ル 、 ジ エ チ レ ン グ リ コ ー ル 、 ト リ エ チ レ ン グ リ コ ー ル 、 ポ リ ア ル キ レ ン グ
リ コ ー ル （ 例 え ば 、 ポ リ エ チ レ ン グ リ コ ー ル ） 、 プ ロ パ ン ジ オ ー ル 、 ブ タ ン -1,4-ジ オ ー
ル 、 ヘ キ サ ン -1,6-ジ オ ー ル 、 ネ オ ペ ン チ ル グ リ コ ー ル 又 は ヒ ド ロ キ シ ピ バ リ ン 酸 ネ オ ペ
ン チ ル グ リ コ ー ル エ ス テ ル が 包 含 さ れ 、 最 後 の ３ つ の 化 合 物 が 好 ま し い 。 場 合 に よ り 共 に
使 用 さ れ る ポ リ オ ー ル と し て 、 例 え ば 、 ト リ メ チ ロ ー ル プ ロ パ ン 、 グ リ セ ロ ー ル 、 エ リ ト
リ ト ー ル 、 ペ ン タ エ リ ト リ ト ー ル 、 ト リ メ チ ロ ー ル ベ ン ゼ ン 又 は ト リ ス ヒ ド ロ キ シ エ チ ル
イ ソ シ ア ヌ レ ー ト を 挙 げ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 適 当 な ジ カ ル ボ ン 酸 に は 、 フ タ ル 酸 、 イ ソ フ タ ル 酸 、 テ レ フ タ ル 酸 、 テ ト ラ ヒ ド ロ フ タ
ル 酸 、 ヘ キ サ ヒ ド ロ フ タ ル 酸 、 シ ク ロ ヘ キ サ ン ジ カ ル ボ ン 酸 、 ア ジ ピ ン 酸 、 ア ゼ ラ イ ン 酸
、 セ バ シ ン 酸 、 グ ル タ ル 酸 、 テ ト ラ ク ロ ロ フ タ ル 酸 、 マ レ イ ン 酸 、 フ マ ル 酸 、 イ タ コ ン 酸
、 マ ロ ン 酸 、 ス ベ リ ン 酸 、 2-メ チ ル コ ハ ク 酸 、 3,3-ジ エ チ ル グ ル タ ル 酸 及 び 2,2-ジ メ チ ル
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コ ハ ク 酸 が 包 含 さ れ る 。 こ れ ら 酸 の 無 水 物 も 、 存 在 す る な ら 、 使 用 す る こ と が で き る 。 本
発 明 に と っ て は 、 無 水 物 も 「 酸 」 に 包 含 さ れ る 。 モ ノ カ ル ボ ン 酸 、 例 え ば 安 息 香 酸 及 び ヘ
キ サ ン カ ル ボ ン 酸 も 、 ポ リ オ ー ル の 平 均 官 能 価 が ２ よ り 大 き い な ら 、 使 用 す る こ と が で き
る 。 飽 和 脂 肪 属 酸 又 は 芳 香 族 酸 、 例 え ば ア ジ ピ ン 酸 又 は イ ソ フ タ ル 酸 が 好 ま し い 。 ト リ メ
リ ッ ト 酸 は 、 場 合 に よ り 、 少 量 で 共 使 用 し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 末 端 ヒ ド ロ キ シ ル 基 を 有 す る ポ リ エ ス テ ル ポ リ オ ー ル の 製 造 に お け る 反 応 体 と し て 使 用
で き る ヒ ド ロ キ シ カ ル ボ ン 酸 に は 、 ヒ ド ロ キ シ カ プ ロ ン 酸 、 ヒ ド ロ キ シ 酪 酸 、 ヒ ド ロ キ シ
デ カ ン 酸 又 は ヒ ド ロ キ シ ス テ ア リ ン 酸 が 包 含 さ れ る 。 使 用 で き る ラ ク ト ン に は 、 カ プ ロ ラ
ク ト ン 又 は ブ チ ロ ラ ク ト ン が 包 含 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 成 分 （ ２ ） の 化 合 物 は 、 Ｎ Ｃ Ｏ 反 応 性 基 と し て 、 少 な く と も 部 分 的 に 第 １ 級 又 は 第 ２ 級
ア ミ ノ 基 を 含 む こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 好 ま し い 化 合 物 （ ２ ） に は 、 ４ ０ ０ ～ ６ ０ ０ ０ 、 好 ま し く は ６ ０ ０ ～ ３ ０ ０ ０ の 数 平 均
分 子 量 を 有 し 、 水 酸 基 を 含 む ポ リ カ ー ボ ネ ー ト が 包 含 さ れ 、 こ れ は 、 例 え ば 、 炭 酸 誘 導 体
（ 例 え ば 、 炭 酸 ジ フ ェ ニ ル 、 炭 酸 ジ メ チ ル 又 は ホ ス ゲ ン ） と 、 ポ リ オ ー ル 、 好 ま し く は ジ
オ ー ル と の 反 応 に よ り 得 る こ と が で き る 。 適 当 な ジ オ ー ル に は 、 エ チ レ ン グ リ コ ー ル 、 1,
2-及 び 1,3-プ ロ パ ン ジ オ ー ル 、 1,3-及 び 1,4-ブ タ ン ジ オ ー ル 、 1,6-ヘ キ サ ン ジ オ ー ル 、 1,
8-オ ク タ ン ジ オ ー ル 、 ネ オ ペ ン チ ル グ リ コ ー ル 、 1,4-ビ ス ヒ ド ロ キ シ メ チ ル シ ク ロ ヘ キ サ
ン 、 2-メ チ ル -1,3-プ ロ パ ン ジ オ ー ル 、 2,2,4-ト リ メ チ ル ペ ン タ ン -1,3-ジ オ ー ル 、 ジ プ ロ
ピ レ ン グ リ コ ー ル 、 ポ リ プ ロ ピ レ ン グ リ コ ー ル 、 ジ ブ チ レ ン グ リ コ ー ル 、 ポ リ ブ チ レ ン グ
リ コ ー ル 、 ビ ス フ ェ ノ ー ル Ａ 、 テ ト ラ ブ ロ モ ビ ス フ ェ ノ ー ル Ａ 、 及 び ラ ク ト ン 変 性 ジ オ ー
ル が 包 含 さ れ る 。 ジ オ ー ル 成 分 は 、 好 ま し く は ４ ０ ～ １ ０ ０ 質 量 ％ の ヘ キ サ ン ジ オ ー ル 、
好 ま し く は 1,6-ヘ キ サ ン ジ オ ー ル 及 び ／ 又 は ヘ キ サ ン ジ オ ー ル 誘 導 体 、 好 ま し く は 末 端 Ｏ
Ｈ 基 に 加 え て エ ー テ ル 又 は エ ス テ ル 基 を 含 む 誘 導 体 が 包 含 さ れ る 。 そ れ ら の 例 に は 、 １ モ
ル の ヘ キ サ ン ジ オ ー ル と 少 な く と も １ モ ル 、 好 ま し く は １ ～ ２ モ ル の カ プ ロ ラ ク ト ン と の
反 応 、 若 し く は ジ － 又 は ト リ ヘ キ シ レ ン グ リ コ ー ル を 与 え る た め の ヘ キ サ ン ジ オ ー ル 自 体
と の エ ー テ ル 化 に よ り 得 ら れ た 生 成 物 が 包 含 さ れ る 。 ポ リ エ ー テ ル ポ リ カ ー ボ ネ ー ト ジ オ
ー ル も 使 用 す る こ と が で き る 。 ヒ ド ロ キ シ ポ リ カ ー ボ ネ ー ト は 実 質 的 に 直 鎖 で あ る が 、 場
合 に よ り 、 多 官 能 性 成 分 、 特 に 低 分 子 量 ポ リ オ ー ル の 使 用 に よ り 僅 か に 分 岐 し て い て も よ
い 。 そ の 為 に 適 し て い る ポ リ オ ー ル に は 、 グ リ セ ロ ー ル 、 ト リ メ チ ロ ー ル プ ロ パ ン 、 ヘ キ
サ ン -1,2,6-ト リ オ ー ル 、 ブ タ ン -1,2,4-ト リ オ ー ル 、 ト リ メ チ ロ ー ル プ ロ パ ン 、 ペ ン タ エ
リ ト リ ト ー ル 、 チ ニ ト ー ル 、 マ ン ニ ト ー ル 、 ソ ル ビ ト ー ル 、 メ チ ル グ リ セ リ ド 又 は 1,3,4,
6-ジ ア ン ヒ ド ロ ヘ キ シ ト ー ル が 包 含 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 ヒ ド ロ キ シ ポ リ カ ー ボ ネ ー ト は 、 好 ま し く は 直 鎖 で あ る が 、 場 合 に よ り 、 多 官 能 性 成 分
、 特 に 低 分 子 量 ポ リ オ ー ル の 配 合 に よ り 分 岐 さ れ て い て も よ い 。 そ の た め に 適 し て い る ポ
リ オ ー ル に は 、 グ リ セ ロ ー ル 、 ト リ メ チ ロ ー ル プ ロ パ ン 、 ヘ キ サ ン -1,2,6-ト リ オ ー ル 、
ブ タ ン -1,2,4-ト リ オ ー ル 、 ト リ メ チ ロ ー ル プ ロ パ ン 、 ペ ン タ エ リ ト リ ト ー ル 、 チ ニ ト ー
ル 、 マ ン ニ ト ー ル 及 び ソ ル ビ ト ー ル 又 は メ チ ル グ リ コ シ ド 、 並 び に 1,3,4,6-ジ ア ン ヒ ド ロ
ヘ キ シ ト ー ル が 包 含 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 適 当 な ポ リ エ ー テ ル ポ リ オ ー ル （ ２ ） に は 、 ポ リ テ ト ラ メ チ レ ン グ リ コ ー ル ポ リ エ ー テ
ル が 含 ま れ 、 こ れ は 、 ポ リ ウ レ タ ン 化 学 で は 既 知 で あ り 、 例 え ば 、 カ チ オ ン 開 環 に よ る テ
ト ラ ヒ ド ロ フ ラ ン の 重 合 に よ っ て 製 造 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 ポ リ エ ー テ ル 、 例 え ば 、 開 始 分 子 を ス チ レ ン オ キ シ ド 、 エ チ レ オ ン オ キ シ ド 、 プ ロ ピ レ
ン オ キ シ ド 、 ブ チ レ ン オ キ シ ド 又 は エ ピ ク ロ ロ ヒ ド リ ン 、 特 に プ ロ ピ レ ン オ キ シ ド と 反 応
さ せ る こ と に よ り 調 製 さ れ る ポ リ オ ー ル も 適 し て い る 。
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　 ポ リ エ ス テ ル ポ リ オ ー ル 及 び ／ 又 は ポ リ カ ー ボ ネ ー ト ポ リ オ ー ル の 使 用 が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 一 般 に 、 ポ リ ウ レ タ ン 樹 脂 を 製 造 す る た め に 使 用 さ れ る 低 分 子 量 ポ リ オ ー ル （ ３ ） は 、
ポ リ マ ー 鎖 を 硬 く す る 又 は 分 岐 す る 効 果 を 有 す る 。 そ の 分 子 量 は 、 好 ま し く は ６ ２ ～ ２ ０
０ で あ る 。 適 当 な ポ リ オ ー ル は 、 脂 肪 族 、 脂 環 式 又 は 芳 香 族 基 を 含 む こ と が で き る 。 そ の
例 に は 、 １ 分 子 に つ き 約 １ ２ 個 ま で の 炭 素 原 子 を 有 す る 低 分 子 量 ポ リ オ ー ル 、 例 え ば エ チ
レ ン グ リ コ ー ル 、 ジ エ チ レ ン グ リ コ ー ル 、 ト リ エ チ レ ン グ リ コ ー ル 、 1,2-プ ロ パ ン ジ オ ー
ル 、 1,3-プ ロ パ ン ジ オ ー ル 、 1,4-ブ タ ン ジ オ ー ル 、 1,3-ブ チ レ ン グ リ コ ー ル 、 シ ク ロ ヘ キ
サ ン ジ オ ー ル 、 1,4-シ ク ロ ヘ キ サ ン ジ メ タ ノ ー ル 、 1,6-ヘ キ サ ン ジ オ ー ル 、 ヒ ド ロ キ ノ ン
ジ ヒ ド ロ キ シ エ チ ル エ ー テ ル 、 ビ ス フ ェ ノ ー ル Ａ （ 2,2-ビ ス (4-ヒ ド ロ キ シ フ ェ ニ ル )プ ロ
パ ン ） 、 水 素 化 ビ ス フ ェ ノ ー ル Ａ （ 2,2-ビ ス (4-ヒ ド ロ キ シ シ ク ロ ヘ キ シ ル )プ ロ パ ン ） 及
び こ れ ら の 混 合 物 、 ト リ メ チ ロ ー ル プ ロ パ ン 、 グ リ セ ロ ー ル 又 は ペ ン タ エ リ ト リ ト ー ル が
包 含 さ れ る 。 エ ス テ ル ジ オ ー ル 、 例 え ば δ -ヒ ド ロ キ シ ブ チ ル -ε -ヒ ド ロ キ シ カ プ ロ ン 酸
エ ス テ ル 、 ω -ヒ ド ロ キ シ ヘ キ シ ル -γ -ヒ ド ロ キ シ 酪 酸 エ ス テ ル 、 ア ジ ピ ン 酸 （ β -ヒ ド ロ
キ シ エ チ ル ） エ ス テ ル 又 は テ レ フ タ ル 酸 ビ ス (β -ヒ ド ロ キ シ エ チ ル )エ ス テ ル も 使 用 す る
こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 ジ -又 は ポ リ ア ミ ン 及 び ヒ ド ラ ジ ド も 、 化 合 物 （ ３ ） と し て 使 用 す る こ と が で き る 。 そ
れ ら の 例 に は 、 エ チ レ ン ジ ア ミ ン 、 1,2-及 び 1,3-ジ ア ミ ノ プ ロ パ ン 、 1,4-ジ ア ミ ノ ブ タ ン
、 1,6-ジ ア ミ ノ ヘ キ サ ン 、 イ ソ ホ ロ ン ジ ア ミ ン 、 2,2,4-及 び 2,4,4-ト リ メ チ ル ヘ キ サ メ チ
レ ン ジ ア ミ ン の 異 性 体 混 合 物 、 2-メ チ ル ペ ン タ メ チ レ ン ジ ア ミ ン 、 ジ エ チ レ ン ト リ ア ミ ン
、 1,3-及 び 1,4-キ シ リ レ ン ジ ア ミ ン 、 α ,α ,α ',α '-テ ト ラ メ チ ル -1,3-及 び -1,4-キ シ リ
レ ン ジ ア ミ ン 、 並 び に 4,4-ジ ア ミ ノ ジ シ ク ロ ヘ キ シ ル メ タ ン 、 ジ メ チ ル エ チ レ ン ジ ア ミ ン
、 ヒ ド ラ ジ ン 又 は ア ジ ピ ン 酸 ヒ ド ラ ジ ド が 包 含 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 Ｎ Ｃ Ｏ 基 に 対 し て 異 な る 反 応 性 を 有 す る 活 性 水 素 を 含 む 化 合 物 も 、 化 合 物 （ ３ ） と し て
適 し て い る 。 そ れ ら の 例 に は 、 第 １ 級 ア ミ ノ 基 に 加 え て 第 ２ 級 ア ミ ノ 基 を 含 む 化 合 物 、 又
は （ 第 １ 級 又 は 第 ２ 級 ） ア ミ ノ 基 に 加 え て 水 酸 基 を 有 す る 化 合 物 が 包 含 さ れ る 。 こ の よ う
な 第 １ 級 ／ 第 ２ 級 ア ミ ン の 例 に は 、 3-ア ミ ノ -1-メ チ ル ア ミ ノ プ ロ パ ン 、 3-ア ミ ノ -1-エ チ
ル ア ミ ノ プ ロ パ ン 、 3-ア ミ ノ -1-シ ク ロ ヘ キ シ ル ア ミ ノ プ ロ パ ン 又 は 3-ア ミ ノ -1-メ チ ル ア
ミ ノ ブ タ ン ； 並 び に ア ル カ ノ ー ル ア ミ ン 、 例 え ば N-ア ミ ノ エ チ ル エ タ ノ ー ル ア ミ ン 、 エ タ
ノ ー ル ア ミ ン 、 3-ア ミ ノ プ ロ パ ノ ー ル 、 ネ オ ペ ン タ ノ ー ル ア ミ ン が 包 含 さ れ 、 特 に ジ エ タ
ノ ー ル ア ミ ン が 好 ま し い 。 成 分 ｉ ） を 調 製 す る 為 に 使 用 す る 場 合 、 こ れ ら 化 合 物 は 、 連 鎖
延 長 剤 と し て 使 用 し 、 成 分 ii） を 調 製 す る 為 に 使 用 す る 場 合 は 、 連 鎖 停 止 剤 と し て 使 用 す
る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 ポ リ ウ レ タ ン 樹 脂 は 、 連 鎖 停 止 剤 で あ る 化 合 物 （ ４ ） か ら も 調 製 す る こ と が で き る 。 こ
の よ う な 化 合 物 は 、 Ｎ Ｃ Ｏ 基 と 反 応 性 で あ る 単 官 能 性 化 合 物 で あ り 、 例 え ば モ ノ ア ミ ン 、
特 に 第 ２ 級 モ ノ ア ミ ン 又 は モ ノ ア ル コ ー ル で あ る 。 そ れ ら の 例 に は 、 エ タ ノ ー ル 、 n-ブ タ
ノ ー ル 、 エ チ レ ン グ リ コ ー ル モ ノ ブ チ ル エ ー テ ル 、 2-エ チ ル ヘ キ サ ノ ー ル 、 1-オ ク タ ノ ー
ル 、 1-ド デ カ ノ ー ル 、 1-ヘ キ サ デ カ ノ ー ル 、 メ チ ル ア ミ ン 、 エ チ ル ア ミ ン 、 プ ロ ピ ル ア ミ
ン 、 ブ チ ル ア ミ ン 、 オ ク チ ル ア ミ ン 、 ラ ウ リ ル ア ミ ン 、 ス テ ア リ ル ア ミ ン 、 イ ソ ノ ニ ル オ
キ シ プ ロ ピ ル ア ミ ン 、 ジ メ チ ル ア ミ ン 、 ジ エ チ ル ア ミ ン 、 ジ プ ロ ピ ル ア ミ ン 、 ジ ブ チ ル ア
ミ ン 、 N-メ チ ル ア ミ ノ プ ロ ピ ル ア ミ ン 、 ジ エ チ ル (メ チ ル )ア ミ ノ プ ロ ピ ル ア ミ ン 、 モ ル ホ
リ ン 、 ピ ペ リ ジ ン 及 び こ れ ら の 置 換 誘 導 体 、 ジ 第 １ 級 ア ミ ン と モ ノ カ ル ボ ン 酸 に 基 づ く ア
ミ ド ア ミ ン 、 ジ 第 １ 級 ア ミ ン 、 例 え ば 第 １ 級 ／ 第 ４ 級 ア ミ ン （ 例 え ば 、 N,N-ジ メ チ ル ア ミ
ノ プ ロ ピ ル ア ミ ン ） の モ ノ ケ チ ミ ン な ど が 包 含 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 イ オ ン 性 又 は 潜 在 的 イ オ ン 性 親 水 性 化 合 物 （ ５ ） は 、 少 な く と も １ つ の イ ソ シ ア ネ ー ト
反 応 性 基 と 、 少 な く と も １ つ の 官 能 基 、 た と え ば 、 -COOY、 -SO 3 Yま た は -PO(OY) 2 （ こ こ で

10

20

30

40

50

(8) JP 2006-111015 A 2006.4.27



、 Yは H、 NH 4
+ ま た は 金 属 カ チ オ ン で あ る ） 、 -NR 2 、 -NR 3

+ 、 ま た は -PR 3
+ （ こ こ で 、 Rは H、

ア ル キ ル ま た は ア リ ー ル で あ る ） と を 含 む 化 合 物 全 て で あ り 、 こ の 化 合 物 は 水 性 媒 体 と の
相 互 作 用 に よ っ て pH依 存 性 解 離 平 衡 に 達 し て よ く 、 そ の 結 果 、 負 、 正 ま た は 中 性 に 帯 電 さ
れ て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 適 当 な イ オ ン 性 又 は 潜 在 的 イ オ ン 性 親 水 性 化 合 物 （ ５ ） に は 、 モ ノ － 及 び ジ ヒ ド ロ キ シ
カ ル ボ ン 酸 、 モ ノ － 及 び ジ ア ミ ノ カ ル ボ ン 酸 、 モ ノ － 及 び ジ ヒ ド ロ キ シ ス ル ホ ン 酸 、 モ ノ
－ 及 び ジ ア ミ ノ ス ル ホ ン 酸 、 モ ノ － 及 び ジ ヒ ド ロ キ シ ホ ス ホ ン 酸 又 は モ ノ － 及 び ジ ア ミ ノ
ホ ス ホ ン 酸 な ら び に こ れ ら の 塩 が 含 ま れ る 。 具 体 例 に は 、 ジ メ チ ロ ー ル プ ロ ピ オ ン 酸 、 ジ
メ チ ロ ー ル 酪 酸 、 ヒ ド ロ キ シ ピ バ リ ン 酸 (HPA)、 N-(2-ア ミ ノ エ チ ル )-β -ア ラ ニ ン 、 2-(2-
ア ミ ノ エ チ ル ア ミ ノ )エ タ ン ス ル ホ ン 酸 、 エ チ レ ン ジ ア ミ ン -プ ロ ピ ル -又 は ブ チ ル ス ル ホ
ン 酸 、 1,2-又 は 1,3-プ ロ ピ レ ン ジ ア ミ ン -β -エ チ ル ス ル ホ ン 酸 、 リ ン ゴ 酸 、 ク エ ン 酸 、 グ
リ コ ー ル 酸 、 乳 酸 、 グ リ シ ン 、 ア ラ ニ ン 、 タ ウ リ ン 、 リ シ ン 、 3,5-ジ ア ミ ノ 安 息 香 酸 、 IP
DIと ア ク リ ル 酸 と の 付 加 物 （ EP-A 0 916 647、 実 施 例 1） 及 び そ れ ら の ア ル カ リ 金 属 塩 及
び ／ 又 は ア ン モ ニ ウ ム 塩 、 亜 硫 酸 水 素 ナ ト リ ウ ム の ブ ト -2-エ ン -1,4-ジ オ ー ル と の 付 加 物
、 ポ リ エ ー テ ル ス ル ホ ネ ー ト 、 2-ブ テ ン ジ オ ー ル の プ ロ ポ キ シ ル 化 付 加 物 及 び NaHSO 3 （ た
と え ば DE-A 2 446 440、 5-9頁 、 式 I-IIIに 記 載 ） 、 な ら び に N-メ チ ル ジ エ タ ノ ー ル ア ミ ン
な ど の カ チ オ ン 基 に 変 換 す る こ と が で き る 親 水 性 構 造 成 分 を 含 む 化 合 物 が 包 含 さ れ る 。 シ
ク ロ ヘ キ シ ル ア ミ ノ プ ロ パ ン ス ル ホ ン 酸 （ CAPS） （ 例 え ば WO 01/88006に 記 載 ） も 、 化 合
物 （ ５ ） と し て 使 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 好 ま し い イ オ ン 性 又 は 潜 在 的 イ オ ン 性 化 合 物 （ ５ ） は 、 カ ル ボ キ シ ル 基 又 は カ ル ボ キ シ
レ ー ト 基 及 び ／ 又 は ス ル ホ ネ ー ト 基 及 び ／ 又 は ア ン モ ニ ウ ム 基 を 含 む 化 合 物 で あ る 。 よ り
好 ま し い イ オ ン 性 化 合 物 （ ５ ） は 、 イ オ ン 性 基 又 は 潜 在 的 イ オ ン 性 基 と し て カ ル ボ キ シ ル
基 及 び ／ 又 は ス ル ホ ネ ー ト 基 を 含 む も の で あ り 、 例 え ば 、 N-（ 2-ア ミ ノ エ チ ル ） -β -ア ラ
ニ ン の 塩 、 2-(2-ア ミ ノ エ チ ル ア ミ ノ )エ タ ン ス ル ホ ン 酸 の 塩 、 IPDIと ア ク リ ル 酸 と の 付 加
物 （ EP-A 0 916 647、 実 施 例 1） の 塩 及 び ジ メ チ ロ ー ル プ ロ ピ オ ン 酸 の 塩 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 好 ま し い イ オ ン 性 又 は 潜 在 的 イ オ ン 性 化 合 物 （ ５ ） は 、 カ ル ボ キ シ ル 基 及 び ／ 又 は カ ル
ボ キ シ レ ー ト 基 を 含 む 化 合 物 で あ る 。 特 に 好 ま し い イ オ ン 性 化 合 物 （ ５ ） は 、 ジ ヒ ド ロ キ
シ カ ル ボ ン 酸 、 特 に α ,α -ジ メ チ ロ ー ル ア ル カ ン 酸 、 例 え ば 2,2-ジ メ チ ロ ー ル 酢 酸 、 2,2-
ジ メ チ ロ ー ル プ ロ ピ オ ン 酸 、 2,2-ジ メ チ ロ ー ル 酪 酸 、 2,2-ジ メ チ ロ ー ル ペ ン タ ン 酸 又 は ジ
ヒ ド ロ キ シ コ ハ ク 酸 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 適 し て い る 非 イ オ ン 性 親 水 性 化 合 物 （ ６ ） に は 、 少 な く と も １ 個 の 水 酸 基 又 は ア ミ ノ 基
を 有 す る ポ リ オ キ シ ア ル キ レ ン エ ー テ ル が 包 含 さ れ る 。 こ の よ う な ポ リ エ ー テ ル は 、 ３ ０
～ １ ０ ０ 質 量 ％ の エ チ レ ン オ キ シ ド 単 位 含 有 量 を 有 す る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 非 イ オ ン 性 親 水 性 化 合 物 に は 、 １ 分 子 中 に 平 均 し て ５ ～ ７ ０ 個 、 好 ま し く は ７ ～ ５ ５ 個
の エ チ レ ン オ キ シ ド 単 位 を 含 む 単 官 能 性 ポ リ ア ル キ レ ン オ キ シ ド ポ リ エ ー テ ル ア ル コ ー ル
、 例 え ば 、 適 当 な 出 発 分 子 の ア ル コ キ シ ル 化 に よ り 既 知 の 方 法 で 調 製 さ れ る も の で あ る （
例 え ば 、 Ullmanns Encyclopaedie der technischen Chemie, 第 4版 、 第 19巻 、  Verlag Ch
emie、 Weinheim、 31-38頁 ） 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 適 切 な 開 始 分 子 の 例 と し て は 、 メ タ ノ ー ル 、 エ タ ノ ー ル 、 n-プ ロ パ ノ ー ル 、 イ ソ プ ロ パ
ノ ー ル 、 n-ブ タ ノ ー ル 、 イ ソ ブ タ ノ ー ル 、 sec-ブ タ ノ ー ル 、 異 性 体 ペ ン タ ノ ー ル 、 異 性 体
ヘ キ サ ノ ー ル 、 異 性 体 オ ク タ ノ ー ル お よ び 異 性 体 ノ ナ ノ ー ル 、 n-デ カ ノ ー ル 、 n-ド デ カ ノ
ー ル 、 n-テ ト ラ デ カ ノ ー ル 、 n-ヘ キ サ デ カ ノ ー ル 、 n-オ ク タ デ カ ノ ー ル 、 シ ク ロ ヘ キ サ ノ
ー ル 、 異 性 体 メ チ ル シ ク ロ ヘ キ サ ノ ー ル ま た は 異 性 体 ヒ ド ロ キ シ メ チ ル シ ク ロ ヘ キ サ ン 、
3-エ チ ル -3-ヒ ド ロ キ シ メ チ ル オ キ セ タ ン 、 テ ト ラ ヒ ド ロ フ ル フ リ ル ア ル コ ー ル な ど の 飽
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和 モ ノ ア ル コ ー ル ； ジ エ チ レ ン グ リ コ ー ル モ ノ ブ チ ル エ ー テ ル な ど の ジ エ チ レ ン グ リ コ ー
ル モ ノ ア ル キ ル エ ー テ ル ； ア リ ル ア ル コ ー ル 、 1,1-ジ メ チ ル ア リ ル ア ル コ ー ル ま た は オ レ
イ ル ア ル コ ー ル な ど の 不 飽 和 ア ル コ ー ル ； フ ェ ノ ー ル 、 異 性 体 ク レ ゾ ー ル ま た は 異 性 体 メ
ト キ シ フ ェ ノ ー ル な ど の 芳 香 族 ア ル コ ー ル ； ベ ン ジ ル ア ル コ ー ル 、 ア ニ シ ル ア ル コ ー ル ま
た は シ ン ナ ミ ル ア ル コ ー ル な ど の 芳 香 脂 肪 族 ア ル コ ー ル ； ジ メ チ ル ア ミ ン 、 ジ エ チ ル ア ミ
ン 、 ジ プ ロ ピ ル ア ミ ン 、 ジ イ ソ プ ロ ピ ル ア ミ ン 、 ジ ブ チ ル ア ミ ン 、 ビ ス -(2-エ チ ル ヘ キ シ
ル )ア ミ ン 、 N-メ チ ル -お よ び N-エ チ ル シ ク ロ ヘ キ シ ル ア ミ ン ま た は ジ シ ク ロ ヘ キ シ ル ア ミ
ン な ど の 第 二 級 モ ノ ア ミ ン ； な ら び に モ ル ホ リ ン 、 ピ ロ リ ジ ン 、 ピ ペ リ ジ ン ま た は 1H-ピ
ラ ゾ ー ル な ど の 複 素 環 式 第 ２ 級 ア ミ ン が 挙 げ ら れ る 。 好 ま し い 開 始 分 子 は 、 飽 和 モ ノ ア ル
コ ー ル で あ り 、 特 に ジ エ チ レ ン グ リ コ ー ル モ ノ ブ チ ル エ ー テ ル で あ る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 ア ル コ キ シ ル 化 反 応 に 適 し た ア ル キ レ ン オ キ シ ド は 、 エ チ レ ン オ キ シ ド お よ び プ ロ ピ レ
ン オ キ シ ド で あ り 、 こ れ ら を ア ル コ キ シ ル 化 反 応 の 間 に 任 意 の 順 序 で ま た は 混 合 し て 用 い
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 ポ リ ア ル キ レ ン オ キ シ ド ポ リ エ ー テ ル ア ル コ ー ル は 、 純 粋 な ポ リ エ チ レ ン オ キ シ ド ポ リ
エ ー テ ル で あ っ て も 、 混 合 ポ リ ア ル キ レ ン オ キ シ ド ポ リ エ ー テ ル で あ っ て も よ く 、 後 者 の
場 合 、 少 な く と も 30モ ル ％ 、 好 ま し く は 少 な く と も 40モ ル ％ の エ チ レ ン オ キ シ ド 単 位 を 含
む 。 好 ま し い 非 イ オ ン 性 化 合 物 は 、 少 な く と も 40モ ル ％ の エ チ レ ン オ キ シ ド 単 位 及 び 60
モ ル ％ 以 下 の プ ロ ピ レ ン オ キ シ ド 単 位 を 含 む 、 単 官 能 性 混 合 ポ リ ア ル キ レ ン オ キ シ ド ポ リ
エ ー テ ル で あ る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 イ オ ン 性 親 水 性 化 合 物 （ ５ ） と 非 イ オ ン 性 親 水 性 化 合 物 （ ６ ） と の 組 み 合 わ せ も 、 成 分
ｉ ） に 好 ま し く 使 用 す る こ と が で き る 。 非 イ オ ン 性 親 水 性 化 合 物 と ア ニ オ ン 性 親 水 性 化 合
物 の 組 み 合 わ せ が 特 に 好 ま し い 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 好 ま し く は 、 成 分 （ １ ） ５ ～ ４ ５ 質 量 ％ 、 成 分 （ ２ ） ５ ０ ～ ９ ０ 質 量 ％ 、 成 分 （ ３ ） 及
び （ ４ ） 合 計 １ ～ ３ ０ 質 量 ％ 、 成 分 （ ５ ） ０ ～ １ ２ 質 量 ％ 及 び 成 分 （ ６ ） ０ ～ １ ５ 質 量 ％
を 用 い 、 成 分 （ ５ ） 及 び （ ６ ） の 合 計 は ０ ． １ ～ ２ ７ 質 量 ％ で あ り 、 全 成 分 の 合 計 は １ ０
０ 質 量 ％ で あ る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 よ り 好 ま し く は 、 成 分 （ １ ） １ ０ ～ ４ ０ 質 量 ％ 、 成 分 （ ２ ） ６ ０ ～ ８ ５ 質 量 ％ 、 成 分 （
３ ） 及 び （ ４ ） 合 計 １ ～ ２ ５ 質 量 ％ 、 成 分 （ ５ ） ０ ～ １ ０ 質 量 ％ 及 び 成 分 （ ６ ） ０ ～ １ ０
質 量 ％ を 用 い 、 成 分 （ ５ ） 及 び （ ６ ） の 合 計 は ０ ． １ ～ ２ ０ 質 量 ％ で あ り 、 全 成 分 の 合 計
は １ ０ ０ 質 量 ％ で あ る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 最 も 好 ま し く は 、 成 分 （ １ ） １ ５ ～ ４ ０ 質 量 ％ 、 成 分 （ ２ ） ６ ０ ～ ８ ２ 質 量 ％ 、 成 分 （
３ ） 及 び （ ４ ） 合 計 １ ～ ２ ０ 質 量 ％ 、 成 分 （ ５ ） ０ ～ ８ 質 量 ％ 及 び 成 分 （ ６ ） ０ ～ １ ０ 質
量 ％ を 用 い 、 成 分 （ ５ ） 及 び （ ６ ） の 合 計 は ０ ． １ ～ １ ８ 質 量 ％ で あ り 、 全 成 分 の 合 計 は
１ ０ ０ 質 量 ％ で あ る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 成 分 ii） は 、 好 ま し く は 、 親 水 性 を 付 与 す る た め に イ オ ン 性 親 水 性 化 合 物 （ ５ ） の み を
含 む 。
　 架 橋 性 の 成 分 ii） は 、 こ の 技 術 分 野 で 既 知 の 常 套 の 方 法 に よ り 調 製 す る こ と が で き る 。
こ の 成 分 は 、 親 水 性 基 と し て 、 カ ル ボ ン 酸 基 及 び ／ 又 は ス ル ホ ン 酸 基 を 含 み 、 好 ま し く は
少 な く と も 一 部 を 中 性 化 で き る カ ル ボ ン 酸 基 を 含 む 。 以 下 の 構 造 成 分 か ら 調 製 さ れ る 水 希
釈 性 ポ リ ウ レ タ ン が 特 に 適 し て い る ：
　 ５ ～ ５ ０ 質 量 ％ 、 好 ま し く は ８ ～ ３ ０ 質 量 ％ の 、 ポ リ イ ソ シ ア ネ ー ト （ １ ） 、
　 ２ ５ ～ ９ ０ 質 量 ％ 、 好 ま し く は ３ ０ ～ ８ ５ 質 量 ％ の 、 ２ ０ ０ ～ ８ ０ ０ ０ ｇ ／ モ ル の 数 平
均 分 子 量 を 有 す る 少 な く と も １ 種 の ポ リ マ ー ポ リ オ ー ル （ ２ ） 、

10

20

30

40

50

(10) JP 2006-111015 A 2006.4.27



　 ０ ～ ２ ０ 質 量 ％ 、 好 ま し く は １ ～ １ ５ 質 量 ％ の 、 ６ ２ ～ ２ ０ ０ の 分 子 量 を 有 し 、 ２ 個 又
は そ れ 以 上 の 水 酸 基 及 び ／ 又 は ア ミ ノ 基 を 含 む 少 な く と も １ 種 の 低 分 子 量 化 合 物 （ ３ ） 、
　 ０ ～ １ ０ 質 量 ％ 、 好 ま し く は ０ 質 量 ％ の 、 Ｎ Ｃ Ｏ 基 と の 反 応 に 関 し て 単 官 能 性 で あ る か
ま た は 異 な る 反 応 性 の 活 性 水 素 を 含 み 、 各 場 合 に ウ レ タ ン 基 を 含 む ポ リ マ ー の 末 端 に 存 在
す る 、 少 な く と も １ 種 の 化 合 物 （ ４ ） 、
　 １ ～ １ ０ 質 量 ％ 、 好 ま し く は ２ ～ ８ 質 量 ％ の 、 イ ソ シ ア ヌ レ ー ト 基 に 対 し て 反 応 性 の 基
少 な く と も ２ 個 及 び ア ニ オ ン を 形 成 で き る 基 少 な く と も １ 個 を 含 む 少 な く と も １ 種 の 化 合
物 （ ５ ） 、
　 ０ ～ １ ５ 質 量 ％ の 、 イ ソ シ ア ヌ レ ー ト 反 応 性 非 イ オ ン 性 親 水 性 化 合 物 （ ６ ）
　 （ た だ し 、 化 合 物 （ １ ） ～ （ ６ ） の 合 計 は １ ０ ０ 質 量 ％ ） 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 塗 料 組 成 物 は 、 水 性 分 散 体 の 形 で 使 用 さ れ る 成 分 ｉ ） を 含 む 。 成 分 ｉ ） の 水 性 分 散 体 の
製 造 方 法 は 、 １ 段 又 は 多 段 で 、 均 質 相 中 で 、 又 は 多 段 法 の 場 合 に は 、 部 分 的 に 分 散 相 中 で
、 実 施 で き る 。 （ １ ） ～ （ ６ ） の 重 付 加 が 完 全 に 又 は 部 分 的 に 実 施 さ れ た 場 合 、 分 散 工 程
、 乳 化 工 程 又 は 溶 解 工 程 が 行 わ れ る 。 そ の 後 、 所 望 に よ り 、 分 散 相 中 で の 更 な る 重 付 加 又
は 変 性 が 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 ポ リ ウ レ タ ン （ PU） ｉ ） の 水 性 分 散 体 （ PU分 散 体 ） を 調 製 す る た め に 、 こ の 技 術 分 野 で
既 知 の 全 て の 方 法 、 例 え ば 、 プ レ ポ リ マ ー 混 合 法 、 ア セ ト ン 法 又 は メ ル ト 分 散 法 を 使 用 す
る こ と が で き る 。 PU分 散 体 ｉ ） は 、 好 ま し く は ア セ ト ン 法 に よ り 調 製 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 ア セ ト ン 法 に よ り PU分 散 体 ｉ ） を 調 製 す る に は 、 第 １ 級 又 は 第 ２ 級 ア ミ ノ 基 を 含 ん で は
な ら な い 成 分 （ ２ ） ～ （ ６ ） 、 及 び イ ソ シ ア ネ ー ト 官 能 性 ポ リ ウ レ タ ン プ レ ポ リ マ ー の 調
製 の 為 の ポ リ イ ソ シ ア ネ ー ト 成 分 （ １ ） の 全 量 又 は 一 部 を 、 ま ず 反 応 容 器 に 導 入 し 、 所 望
に よ り 、 水 混 和 性 で あ る が イ ソ シ ア ネ ー ト 基 に 対 し て 不 活 性 で あ る 溶 媒 に よ り 希 釈 し 、 ５
０ ～ １ ２ ０ ℃ の 温 度 に 加 熱 す る 。 ポ リ ウ レ タ ン 化 学 で 既 知 の 触 媒 を 、 イ ソ シ ア ネ ー ト 付 加
反 応 を 促 進 す る た め に 使 用 す る こ と が で き る 。 触 媒 と し て は ジ ブ チ ル ス ズ ジ ラ ウ レ ー ト が
好 ま し い 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 適 当 な 溶 媒 は 、 既 知 の 脂 肪 族 ケ ト ン 官 能 性 溶 媒 、 例 え ば ア セ ト ン 及 び ブ タ ノ ン で あ り 、
調 製 の 開 始 時 の み な ら ず 、 開 始 後 に も 少 量 ず つ 加 え る こ と が で き る 。 ア セ ト ン 及 び ブ タ ノ
ン が 好 ま し い 。
　 場 合 に よ り 開 始 時 に 添 加 さ れ な か っ た 成 分 （ １ ） ～ （ ６ ） の い ず れ か は 、 後 に 添 加 で き
る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 ポ リ ウ レ タ ン プ レ ポ リ マ ー の 調 製 に お い て 、 イ ソ シ ア ネ ー ト 基 対 イ ソ シ ア ネ ー ト 反 応 性
基 の 当 量 比 は 、 １ ． ０ ： １ ～ ３ ． ５ ： １ 、 好 ま し く は １ ． １ ： １ ～ ３ ． ０ ： １ 、 よ り 好 ま
し く は １ ． １ ： １ ～ ２ ． ５ ： １ で あ る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 プ レ ポ リ マ ー を 生 成 す る た め の 成 分 （ １ ） ～ （ ６ ） の 反 応 は 、 部 分 的 又 は 完 全 に 行 う こ
と が で き 、 完 全 に 行 う こ と が 好 ま し い 。 こ の よ う に し て 、 バ ル ク 又 は 溶 液 中 で 、 遊 離 イ ソ
シ ア ネ ー ト 基 を 含 む ポ リ ウ レ タ ン プ レ ポ リ マ ー を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 ポ リ ウ レ タ ン プ レ ポ リ マ ー の 調 製 中 又 は 調 製 後 に 、 ア ニ オ ン 性 及 び ／ 又 は カ チ オ ン 性 分
散 作 用 を 有 す る 基 の 部 分 又 は 完 全 塩 を （ 出 発 分 子 中 で そ れ ま で に 形 成 さ れ て い な け れ ば ）
形 成 す る 。 ア ニ オ ン 性 基 の 場 合 、 塩 基 、 例 え ば 第 ３ 級 ア ミ ン （ 例 え ば 、 各 ア ル キ ル 基 に １
～ １ ２ 個 、 好 ま し く は １ ～ ６ 個 の 炭 素 原 子 を 有 す る ト リ ア ル キ ル ア ミ ン ） が 使 用 さ れ る 。
こ の よ う な ア ミ ン の 例 に は 、 ト リ メ チ ル ア ミ ン 、 ト リ エ チ ル ア ミ ン 、 メ チ ル ジ エ チ ル ア ミ
ン 、 ト リ プ ロ ピ ル ア ミ ン 及 び ジ イ ソ プ ロ ピ ル ア ミ ン が 包 含 さ れ る 。 ア ル キ ル 基 は 、 例 え ば
、 ジ ア ル キ ル モ ノ ア ル カ ノ ー ル 又 は ア ル キ ル ジ ア ル カ ノ ー ル -及 び ト リ ア ル カ ノ ー ル ア ミ
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ン の よ う に 、 ヒ ド ロ キ シ ル 基 を 含 ん で い て よ い 。 場 合 に よ り 、 無 機 塩 基 、 例 え ば ア ン モ ニ
ア 、 水 酸 化 ナ ト リ ウ ム 又 は 水 酸 化 カ リ ウ ム を 、 中 和 剤 と し て 使 用 す る こ と も で き る 。 ト リ
エ チ ル ア ミ ン 、 ト リ エ タ ノ ー ル ア ミ ン 、 ジ メ チ ル エ タ ノ ー ル ア ミ ン 又 は ジ イ ソ プ ロ ピ ル エ
チ ル ア ミ ン が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 好 ま し く は ア ニ オ ン 性 基 の ５ ０ ～ １ ０ ０ ％ 、 よ り 好 ま し く は ７ ０ ～ １ ０ ０ ％ が 、 中 和 形
態 で 存 在 す る 。 カ チ オ ン 性 基 の 場 合 、 硫 酸 ジ メ チ ル エ ス テ ル ま た は コ ハ ク 酸 を 用 い る 。 エ
ー テ ル 基 を 有 す る 非 イ オ ン 性 親 水 性 化 合 物 （ ６ ） の み を 用 い る な ら 、 中 和 工 程 は 省 略 す る
。 中 和 は 、 分 散 と 同 時 に 行 う こ と も で き 、 こ の 場 合 、 分 散 用 水 が 中 和 剤 を 含 ん で い る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 そ の 後 、 別 の 工 程 で 、 得 ら れ た プ レ ポ リ マ ー を 、 脂 肪 族 ケ ト ン （ 例 え ば 、 ア セ ト ン 又 は
ブ タ ノ ン ） を 用 い て 溶 解 す る （ た だ し 、 溶 解 が 行 わ れ て い な い か 、 部 分 的 に し か 行 わ れ て
い な い 場 合 ） 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 次 い で 、 適 当 な NH２ -及 び ／ 又 は NH-官 能 性 成 分 を 、 残 余 の イ ソ シ ア ネ ー ト 基 と 反 応 さ せ
る 。 こ の 連 鎖 停 止 ／ 連 鎖 延 長 は 、 分 散 前 に 溶 媒 中 で 、 分 散 工 程 中 に 、 又 は 分 散 工 程 後 に 水
中 で 、 行 う こ と が で き る 。 好 ま し く は 、 連 鎖 延 長 は 、 プ レ ポ リ マ ー を 水 に 分 散 さ せ る 前 に
行 う 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 NH２ 基 又 は NH基 を 有 す る 成 分 （ ５ ） を 連 鎖 延 長 に 用 い る 場 合 、 プ レ ポ リ マ ー の 連 鎖 延 長
は 、 好 ま し く は 分 散 工 程 の 前 に 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 連 鎖 延 長 の 程 度 、 す な わ ち 、 連 鎖 延 長 に 用 い る 化 合 物 中 の Ｎ Ｃ Ｏ -反 応 性 基 の プ レ ポ リ
マ ー Ｎ Ｃ Ｏ 基 に 対 す る 当 量 比 は 、 ５ ０ ～ １ ５ ０ ％ 、 好 ま し く は ７ ０ ～ １ ２ ０ ％ 、 よ り 好 ま
し く は ８ ０ ～ １ ２ ０ ％ で あ る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 方 法 に お い て 、 場 合 に よ り ア ミ ン 成 分 （ ３ ） 、 （ ４ ） 及 び ／ 又 は （ ５ ） を 、 単 独 で 又 は
混 合 物 と し て 、 水 又 は 溶 媒 希 釈 形 態 で 、 任 意 の 添 加 順 序 に よ り 、 使 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 水 又 は 有 機 溶 媒 を 希 釈 剤 と し て 使 用 す る 場 合 、 希 釈 剤 の 量 は 好 ま し く は ７ ０ ～ ９ ５ 質 量
％ で あ る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 連 鎖 延 長 し た プ レ ポ リ マ ー か ら の PU分 散 体 ｉ ） の 製 造 は 、 連 鎖 延 長 の 後 で 行 う 。 そ の 為
に 、 溶 解 さ れ 連 鎖 延 長 さ れ た ポ リ ウ レ タ ン プ レ ポ リ マ ー を 、 所 望 に よ り 高 剪 断 力 、 例 え ば
激 し い 攪 拌 を 加 え な が ら 分 散 用 水 に 導 入 す る か 、 あ る い は 分 散 水 を プ レ ポ リ マ ー 溶 液 に 攪
拌 し な が ら 加 え る 。 好 ま し く は 、 水 を 溶 解 し た プ レ ポ リ マ ー に 加 え る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 分 散 工 程 後 に 分 散 体 中 に な お 含 ま れ て い る 溶 媒 は 、 所 望 に よ り 蒸 留 に よ っ て 除 去 す る 。
分 散 中 の 除 去 も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 分 散 体 は 、 中 和 度 及 び イ オ ン 性 基 の 含 有 量 に 依 存 し て 、 超 微 分 散 に 調 節 す る こ と が で き
、 こ れ に よ り 、 分 散 体 は 実 質 的 に 溶 液 の よ う な 外 観 を 持 つ よ う に な る が 、 十 分 に 安 定 で あ
る 非 常 に 粗 い 分 散 の 分 散 体 も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 PU分 散 体 ｉ ） の 固 形 分 は 、 ２ ５ ～ ６ ５ ％ 、 好 ま し く は ３ ０ ～ ６ ０ ％ 、 よ り 好 ま し く は ４
０ ～ ６ ０ ％ で あ る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 水 性 PU分 散 体 ｉ ） を ポ リ ア ク リ レ ー ト で 変 性 す る こ と も 可 能 で あ る 。 そ の 為 に 、 こ れ ら
プ リ ウ レ タ ン 分 散 体 の 存 在 下 で 、 オ レ フ ィ ン 性 不 飽 和 モ ノ マ ー 、 例 え ば （ メ タ ） ア ク リ ル
酸 と 炭 素 数 １ ～ １ ８ の ア ル コ ー ル の エ ス テ ル 、 ス チ レ ン 、 ビ ニ ル エ ス テ ル 又 は ブ タ ジ エ ン
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の 乳 化 重 合 を 行 う 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 塗 料 組 成 物 は 成 分 ii） を 含 み 、 そ の 調 製 中 に 水 性 形 態 へ 変 換 さ れ て 分 散 体 と し て 存 在 す
る か 、 あ る い は 、 イ ソ シ ア ネ ー ト 基 に 対 し て 不 活 性 で あ る 水 混 和 性 溶 媒 中 の 溶 液 と し て 存
在 す る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 架 橋 性 成 分 ii） は 、 当 該 技 術 分 野 で 既 知 の 方 法 に よ り 調 製 す る こ と が で き る 。 架 橋 性 成
分 は 、 カ ル ボ ン 酸 及 び ／ 又 は ス ル ホ ン 酸 基 、 好 ま し く は カ ル ボ ン 酸 基 を 含 み 、 こ れ ら 基 の
少 な く と も 一 部 は 、 親 水 性 基 と し て 中 和 で き る 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 化 合 物 （ ２ ） ～ （ ６ ） は 、 例 え ば 長 鎖 脂 肪 族 カ ル ボ ン 酸 又 は 脂 肪 ア ル コ ー ル に 由 来 し 得
る Ｃ ＝ Ｃ 二 重 結 合 を 含 む こ と も で き る 。 オ レ フ ィ ン 性 二 重 結 合 に よ る 官 能 化 も 、 例 え ば 、
ア リ ル 基 、 ア ク リ ル 酸 又 は メ タ ク リ ル 酸 及 び そ れ ら の エ ス テ ル の 導 入 に よ り 、 可 能 で あ る
。
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 架 橋 性 成 分 ii） の 調 製 は 、 ま ず イ ソ シ ア ネ ー ト 官 能 性 プ レ ポ リ マ ー を 化 合 物 （ １ ） 、 （
６ ） か ら 調 製 し 、 第 ２ の 反 応 工 程 で 、 OH-及 び ／ 又 は NH-官 能 性 ポ リ ウ レ タ ン を 、 非 水 性 媒
体 中 で の 化 合 物 （ ３ ） 、 （ ４ ） 及 び （ ５ ） と の 反 応 に よ り 得 る こ と に よ り 、 常 套 的 に 行 わ
れ る （ EP-A 0 355 682 第 ４ 頁 ３ ９ － ４ ５ 行 参 照 ） 。 し か し な が ら 、 こ の 調 製 は 、 非 水 性
媒 体 中 で の 成 分 （ １ ） ～ （ ６ ） の 反 応 に よ り 直 接 OH及 び ／ 又 は NH基 を 含 む ポ リ ウ レ タ ン を
生 成 す る こ と で も 、 行 う こ と が で き る （ EP-A 0 427 028 第 ４ 頁 ５ ４ 行 ～ 第 ５ 頁 １ 行 参 照
） 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 化 合 物 （ ２ ） は 、 プ レ ポ リ マ ー の 分 子 量 を 高 く す る た め に 使 用 さ れ 、 最 初 に 減 圧 下 で の
蒸 留 に 付 す こ と が で き る が 、 必 ず し も そ う す る 必 要 は な い 。 こ の よ う な 化 合 物 は 、 １ ５ ０
℃ 以 上 、 好 ま し く は １ ７ ０ ～ ２ ３ ０ ℃ 、 よ り 好 ま し く は １ ８ ０ ～ ２ ２ ０ ℃ の 温 度 で 、 １ ０
mbar以 下 、 好 ま し く は ２ mbar以 下 、 よ り 好 ま し く は ０ ． ５ mbar以 下 の 減 圧 下 、 薄 膜 蒸 発 器
に よ り 連 続 的 に 蒸 留 さ れ る 。 低 分 子 量 非 反 応 性 揮 発 性 成 分 は 、 こ の よ う な 条 件 下 で 分 離 さ
れ る 。 蒸 留 中 、 ０ ． ２ ～ １ ５ 質 量 ％ 、 好 ま し く は ０ ． ５ ～ １ ０ 質 量 ％ 、 よ り 好 ま し く は １
～ ６ 質 量 ％ の 揮 発 性 成 分 が 分 離 さ れ る 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
　 プ レ ポ リ マ ー の 調 製 は 、 通 例 、 使 用 す る イ ソ シ ア ネ ー ト の 反 応 性 に 依 存 し て 、 ０ ～ １ ４
０ ℃ の 温 度 で 行 わ れ る 。 好 ま し く は 、 成 分 （ １ ） 及 び （ ２ ） は 、 ０ ． ５ ～ ０ ． ９ ９ ／ １ 、
好 ま し く は ０ ． ５ ５ ～ ０ ． ９ ５ ／ １ 、 よ り 好 ま し く ｋ は ０ ． ５ ７ ～ ０ ． ９ ／ １ の Ｎ Ｃ Ｏ ／
Ｏ Ｈ 当 量 比 で 使 用 さ れ る 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
　 ウ レ タ ン 化 反 応 を 促 進 す る た め に 、 Ｎ Ｃ Ｏ ／ Ｏ Ｈ 反 応 を 促 進 で き る 適 当 な 既 知 の 触 媒 を
使 用 す る こ と が で き る 。 触 媒 の 例 に は 、 第 ３ 級 ア ミ ン （ 例 え ば 、 ト リ エ チ ル ア ミ ン 、 ジ ア
ザ ビ シ ク ロ オ ク タ ン な ど ） 、 有 機 ス ズ 化 合 物 （ 例 え ば 、 ジ ブ チ ル ス ズ オ キ シ ド 、 ジ ブ チ ル
ス ズ ジ ラ ウ レ ー ト 、 ビ ス (2-エ チ ル ヘ キ サ ン 酸 )ス ズ な ど ） 、 又 は 他 の 有 機 金 属 化 合 物 が 包
含 さ れ る 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
　 プ レ ポ リ マ ー の 調 製 は 、 好 ま し く は 、 イ ソ シ ア ネ ー ト 基 に 対 し て 不 活 性 な 溶 媒 の 存 在 下
に 行 わ れ る 。 適 当 な 溶 媒 は 水 と 相 溶 性 で あ り 、 エ ー テ ル 、 ケ ト ン 、 エ ス テ ル 、 更 に N-メ チ
ル ピ ロ リ ド ン が 含 ま れ る 。 溶 媒 の 量 は 、 ポ リ ウ レ タ ン 樹 脂 と 溶 媒 と の 合 計 質 量 に 基 づ き 、
好 ま し く は ３ ０ 質 量 ％ ま で 、 よ り 好 ま し く は １ ０ ～ ２ ５ 質 量 ％ で あ る 。
【 ０ ０ ８ ０ 】
　 プ レ ポ リ マ ー に 組 み 込 ま れ た 酸 基 の 少 な く と も 一 部 は 中 和 さ れ る 。 こ の 中 和 は 、 プ レ ポ
リ マ ー の 調 製 中 に 、 又 は 調 製 後 に 行 う こ と が で き る が 、 適 当 な 中 和 剤 を 添 加 す る こ と に よ
り 水 へ の 分 散 中 又 は 分 散 後 に 行 う こ と も で き る （ 上 記 PU分 散 体 ｉ ） 参 照 ） 。 中 和 剤 と し て
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好 ま し く 機 能 す る 化 合 物 の 例 は 、 ジ メ チ ル エ タ ノ ー ル ア ミ ン で あ る 。 中 和 剤 は 、 プ レ ポ リ
マ ー の 酸 基 に 対 す る モ ル 比 で ０ ． ３ ： １ ～ １ ． ３ ： １ 、 好 ま し く は ０ ． ４ ： １ ～ １ ： １ の
割 合 で 使 用 さ れ る 。
【 ０ ０ ８ １ 】
　 中 和 工 程 は 、 好 ま し く は 、 ０ ～ ８ ０ ℃ 、 好 ま し く は ４ ０ ～ ８ ０ ℃ の 温 度 で プ レ ポ リ マ ー
の 調 製 後 に 実 施 さ れ る 。
【 ０ ０ ８ ２ 】
　 次 い で 、 ヒ ド ロ キ シ -及 び ／ 又 は ア ミ ノ -官 能 性 ポ リ ウ レ タ ン は 、 水 の 添 加 又 は 水 へ の 導
入 に よ り 、 水 性 分 散 体 に 転 換 さ れ る 。
【 ０ ０ ８ ３ 】
　 PUポ リ マ ー ii） の 樹 脂 は 、 １ ０ ０ ０ ～ ３ ０ ０ ０ ０ 、 好 ま し く は １ ５ ０ ０ ～ １ ０ ０ ０ ０ の
数 平 均 分 子 量 Ｍ ｎ 、 １ ０ ～ ８ ０ mgKOH/g、 好 ま し く は １ ５ ～ ４ ０ mgKOH/gの 酸 価 、 及 び ０ ．
５ ～ ６ 質 量 ％ 、 好 ま し く は １ ． ０ ～ ４ 質 量 ％ の Ｏ Ｈ 含 有 量 を 有 す る 。
【 ０ ０ ８ ４ 】
　 PU分 散 体 ｉ ） 及 び ii） は 、 更 な る 成 分 （ ７ ） と し て 、 酸 化 防 止 剤 、 光 安 定 剤 及 び ／ 又 は
他 の 添 加 剤 を 含 む こ と が で き る 。
【 ０ ０ ８ ５ 】
　 所 望 に よ り 使 用 し 得 る 光 安 定 剤 及 び 酸 化 防 止 剤 （ ７ ） に は 、 ポ リ ウ レ タ ン 及 び ポ リ ウ レ
タ ン 分 散 体 の 分 野 で 既 知 の 添 加 剤 が 含 ま れ 、 例 え ば 、 "Lichtschutzmittel fuer Lacke" (
A. Valet, Vincentz Verlag, Hanover, 1996) 及 び  "Stabilization of Polymeric Mater
ials" (H. Zweifel, Springer Verlag, Berlin, 1997) に 記 載 さ れ て い る 。 PU分 散 体 は 、
PU分 散 体 に 関 連 し て 知 ら れ て い る あ ら ゆ る 添 加 剤 、 例 え ば 乳 化 剤 、 消 泡 剤 、 増 粘 剤 、 充 填
剤 、 可 塑 剤 、 顔 料 、 カ ー ボ ン ブ ラ ッ ク 及 び シ リ カ ゾ ル 、 並 び に ア ル ミ ニ ウ ム の 分 散 体 、 粘
土 又 は ア ス ベ ス ト も 含 み 得 る 。
【 ０ ０ ８ ６ 】
　 塗 料 組 成 物 は 、 架 橋 剤 iii） も 含 む こ と が で き る 。 架 橋 剤 の 選 択 に よ り 、 １ 成 分 塗 料 組
成 物 及 び ２ 成 分 塗 料 組 成 物 の 両 方 を 調 製 す る こ と が で き る 。 本 発 明 に お け る １ 成 分 塗 料 組
成 物 は 、 後 の 適 用 に と っ て 顕 著 な 又 は 有 害 な 程 度 に 架 橋 作 用 が 起 こ ら な い よ う に し て 結 合
剤 成 分 と 架 橋 剤 成 分 と を 一 緒 に 保 存 で き る 塗 料 組 成 物 を 意 味 す る 。 架 橋 反 応 は 、 組 成 物 の
適 用 時 に の み 、 架 橋 剤 の 活 性 化 に よ り 生 じ る 。 架 橋 剤 の 活 性 化 は 、 例 え ば 温 度 の 上 昇 に よ
り 行 わ れ 得 る 。 本 発 明 に お け る ２ 成 分 塗 料 組 成 物 は 、 結 合 剤 成 分 と 架 橋 剤 と を 、 そ れ ら の
高 反 応 性 の 故 に 、 別 の 容 器 で 貯 蔵 し な け れ ば な ら な い 塗 料 組 成 物 を 意 味 す る 。 ２ つ の 成 分
は 、 適 用 の 直 前 に の み 混 合 さ れ 、 通 常 付 加 的 な 活 性 化 な し に 反 応 す る 。 し か し な が ら 、 架
橋 反 応 を 促 進 す る た め に 、 触 媒 を 使 用 し た り 、 あ る い は 温 度 を 高 め た り す る こ と も で き る
。
【 ０ ０ ８ ７ 】
　 適 当 な 架 橋 剤 iii） に は 、 ブ ロ ッ ク ト 又 は 未 ブ ロ ッ ク ト ポ リ イ ソ シ ア ネ ー ト 架 橋 剤 、 ア
ミ ド -及 び ア ミ ン -ホ ル ム ア ル デ ヒ ド 樹 脂 、 フ ェ ノ ー ル 樹 脂 、 ア ル デ ヒ ド 及 び ケ ト ン 樹 脂 （
例 え ば フ ェ ノ ー ル -ホ ル ム ア ル デ ヒ ド 樹 脂 ） 、 レ ゾ ー ル 、 フ ラ ン 樹 脂 、 尿 素 樹 脂 、 カ ル バ
メ ー ト 樹 脂 、 ト リ ア ジ ン 樹 脂 、 メ ラ ミ ン 樹 脂 、 ベ ン ゾ グ ア ナ ミ ン 樹 脂 、 シ ア ナ ミ ド 樹 脂 及
び ア ニ リ ン 樹 脂 、 例 え ば "Lackkunstharze", H. Wagner, H.F. Sarx (Carl Hanser Verlag
, Muenchen, 1971) に 記 載 さ れ て い る よ う な 樹 脂 が 包 含 さ れ る 。 ポ リ イ ソ シ ア ネ ー ト が 好
ま し い 。
【 ０ ０ ８ ８ 】
　 架 橋 剤 iii） と し て は 、 遊 離 イ ソ シ ア ネ ー ト 基 を 有 す る ポ リ イ ソ シ ア ネ ー ト が 特 に 好 ま
し い 。 何 故 な ら 、 得 ら れ る 水 性 ポ リ ウ レ タ ン 塗 料 が 特 に 高 い 水 準 の 成 膜 特 性 を 有 す る か ら
で あ る 。 適 当 な 架 橋 剤 iii） に は 、 1-イ ソ シ ア ナ ト -3,3,5-ト リ メ チ ル -5-イ ソ シ ア ナ ト メ
チ ル シ ク ロ ヘ キ サ ン 、 ヘ キ サ メ チ レ ン ジ イ ソ シ ア ネ ー ト 、 1,4-ジ イ ソ シ ア ナ ト シ ク ロ ヘ キ
サ ン 、 ビ ス -(4-イ ソ シ ア ナ ト シ ク ロ ヘ キ シ ル )メ タ ン 又 は 1,3-(ビ ス -2-イ ソ シ ア ナ ト プ ロ
パ -2-イ ル )ベ ン ゼ ン 、 又 は ウ レ ト ジ オ ン 基 、 ビ ウ レ ッ ト 基 、 イ ソ シ ア ヌ レ ー ト 基 又 は イ ミ
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ノ オ キ サ ジ ア ジ ン ジ オ ン 基 を 含 み 、 ヘ キ サ メ チ レ ン ジ イ ソ シ ア ネ ー ト 、 1-イ ソ シ ア ナ ト -3
,3,5-ト リ メ チ ル -5-イ ソ シ ア ナ ト メ チ ル シ ク ロ ヘ キ サ ン 又 は ビ ス -(4-イ ソ シ ア ナ ト シ ク ロ
ヘ キ シ ル )メ タ ン か ら 調 製 さ れ る よ う な ポ リ イ ソ シ ア ネ ー ト 付 加 物 、 並 び に ウ レ タ ン 基 を
含 み 、 2,4-及 び ／ 又 は 2.6-ジ イ ソ シ ア ナ ト ト ル エ ン 又 は 1-イ ソ シ ア ナ ト -3,3,5-ト リ メ チ
ル -5-イ ソ シ ア ナ ト メ チ ル シ ク ロ ヘ キ サ ン と 低 分 子 量 ポ リ ヒ ド ロ キ シ 化 合 物 （ 例 え ば ト リ
メ チ ロ ー ル プ ロ パ ン 、 異 性 体 プ ロ パ ン ジ オ ー ル 又 は ブ タ ン ジ オ ー ル ） 又 は こ れ ら ポ リ ヒ ド
ロ キ シ 化 合 物 の 混 合 物 か ら 調 製 さ れ る ポ リ イ ソ シ ア ネ ー ト 付 加 物 が 包 含 さ れ る 。
【 ０ ０ ８ ９ 】
　 ２ 成 分 塗 料 組 成 物 も 使 用 し 得 る 。
【 ０ ０ ９ ０ 】
　 遊 離 イ ソ シ ア ネ ー ト 基 を 含 む 化 合 物 は 、 場 合 に よ り 、 い わ ゆ る ブ ロ ッ キ ン グ 剤 と の 反 応
に よ り よ り 反 応 性 の 低 い 誘 導 体 に 変 換 で き 、 こ の 誘 導 体 は 、 例 え ば 高 温 で の 活 性 化 の 後 に
の み 反 応 す る 。 こ の よ う な ポ リ イ ソ シ ア ネ ー ト に 適 す る ブ ロ ッ キ ン グ 剤 に は 、 １ 価 ア ル コ
ー ル （ 例 え ば 、 メ タ ノ ー ル 、 エ タ ノ ー ル 、 ブ タ ノ ー ル 、 ヘ キ サ ノ ー ル 、 シ ク ロ ヘ キ サ ノ ー
ル 及 び ベ ン ジ ル ア ル コ ー ル ） 、 オ キ シ ム （ 例 え ば 、 ア セ ト キ シ ム 、 メ チ ル エ チ ル ケ ト オ キ
シ ム 及 び シ ク ロ ヘ キ サ ノ ン オ キ シ ム ） 、 ラ ク ト ン （ 例 え ば 、 ε -カ プ ロ ラ ク タ ム ） 、 フ ェ
ノ ー ル 、 ト リ ア ゾ ー ル 、 ア ミ ン （ 例 え ば 、 ジ イ ソ プ ロ ピ ル ア ミ ン 又 は ジ ブ チ ル ア ミ ン ） 、
ジ メ チ ル ピ ラ ゾ ー ル 、 マ ロ ン 酸 エ ス テ ル （ 例 え ば 、 マ ロ ン 酸 ジ メ チ ル エ ス テ ル 、 マ ロ ン 酸
ジ エ チ ル エ ス テ ル 又 は マ ロ ン 酸 ジ ブ チ ル エ ス テ ル ） な ど が 包 含 さ れ る 。
【 ０ ０ ９ １ 】
　 脂 肪 族 、 脂 環 式 、 芳 香 脂 肪 族 及 び ／ 又 は 脂 肪 族 イ ソ シ ア ネ ー ト 、 好 ま し く は 脂 肪 族 又 は
脂 環 式 イ ソ シ ア ネ ー ト に 基 づ く 遊 離 イ ソ シ ア ネ ー ト 基 を 含 む 低 粘 度 疎 水 性 又 は 親 水 性 ポ リ
イ ソ シ ア ネ ー ト の 使 用 が と り わ け 好 ま し い 。 何 故 な ら 、 塗 膜 が 非 常 に 高 い 水 準 の 耐 性 を 有
す る か ら で あ る 。 こ の よ う な ポ リ イ ソ シ ア ネ ー ト は 、 一 般 に １ ０ ～ ３ ５ ０ ０ mPas（ ２ ３ ℃
） の 粘 度 を 有 す る 。
【 ０ ０ ９ ２ 】
　 必 要 な ら ば 、 ポ リ イ ソ シ ア ネ ー ト は 、 粘 度 を 所 定 の 範 囲 の 値 ま で 低 下 さ せ る た め に 、 少
量 の 不 活 性 溶 媒 と 混 合 し て 使 用 す る こ と が で き る 。 成 分 iii） 中 に ト リ イ ソ シ ア ナ ト ノ ナ
ン を 、 単 独 で 又 は 混 合 物 と し て 、 用 い る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ９ ３ 】
　 成 分 ｉ ） 及 び ii） は 、 成 分 iii） と し て の 疎 水 性 で さ え あ る 架 橋 剤 の 分 散 が 確 実 に な る
よ う に 、 通 常 十 分 に 親 水 性 で あ る 。 し か し な が ら 、 所 望 に よ り 、 知 ら れ て い る 付 加 的 な 外
部 乳 化 剤 を 添 加 す る こ と も で き る 。 し か し 、 水 溶 性 又 は 水 分 散 性 の ポ リ イ ソ シ ア ネ ー ト 、
例 え ば カ ル ボ キ シ レ ー ト 、 ス ル ホ ネ ー ト 並 び に ／ 若 し く は ポ リ エ チ レ ン オ キ シ ド 基 及 び ／
又 は ポ リ エ チ レ ン オ キ シ ド ／ ポ リ プ ロ ピ レ ン オ キ シ ド 基 を 含 む よ う に 変 性 さ れ た ポ リ イ ソ
シ ア ネ ー ト も 、 成 分 iii） と し て 使 用 す る こ と が で き る 。 上 記 種 類 の 種 々 の 架 橋 剤 の 混 合
物 を 成 分 iii） と し て 使 用 す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ９ ４ 】
　 水 に 分 散 、 乳 化 又 は 溶 解 す る こ と が で き 、 成 分 ｉ ） ～ iii） の 構 成 物 質 と は 異 な る ポ リ
マ ー は 、 成 分 iv） の フ ィ ル ム 形 成 樹 脂 と し て 適 し て い る 。 こ の よ う な ポ リ マ ー の 例 に は 、
任 意 に エ ポ キ シ ド 基 を 含 ん で い て よ い ポ リ エ ス テ ル 、 ポ リ ウ レ タ ン 、 ア ク リ ル ポ リ マ ー 、
ビ ニ ル ポ リ マ ー （ 例 え ば ポ リ 酢 酸 ビ ニ ル ） 、 ポ リ ウ レ タ ン デ ィ ス パ ー ジ ョ ン 、 ポ リ ア ク リ
レ ー ト デ ィ ス パ ー ジ ョ ン 、 ポ リ ウ レ タ ン － ポ リ ア ク リ レ ー ト ハ イ ブ リ ッ ド デ ィ ス パ ー ジ ョ
ン 、 ポ リ ビ ニ ル エ ー テ ル 又 は ポ リ ビ ニ ル エ ス テ ル デ ィ ス パ ー ジ ョ ン 、 及 び ポ リ ス チ レ ン 又
は ポ リ ア ク リ ロ ニ ト リ ル デ ィ ス パ ー ジ ョ ン が 包 含 さ れ る 。 成 分 iv） の フ ィ ル ム 形 成 樹 脂 の
固 形 分 は 、 好 ま し く は １ ０ ～ １ ０ ０ 質 量 ％ 、 よ り 好 ま し く は ３ ０ ～ １ ０ ０ 質 量 ％ で あ る 。
【 ０ ０ ９ ５ 】
　 PUポ リ マ ー ｉ ） 及 び PUポ リ マ ー ii） は 、 水 に 分 散 さ れ 、 架 橋 剤 iii） 及 び 任 意 の フ ィ ル
ム 形 成 樹 脂 iv） と 混 合 さ れ る 。
　 ま た 、 PUポ リ マ ー ii） を 、 水 混 和 性 で イ ソ シ ア ネ ー ト 基 に 対 し て 不 活 性 で あ る 溶 媒 に 溶
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解 し て 溶 液 と し 、 そ れ を PUポ リ マ ー ｉ ） に 導 入 す る こ と に よ り 水 相 に 移 し 、 次 い で 、 架 橋
剤 iii） 及 び 任 意 の フ ィ ル ム 形 成 樹 脂 iv） と 混 合 す る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ９ ６ 】
　 架 橋 剤 iii） の 、 架 橋 剤 と 反 応 性 の 成 分 ii） の 化 合 物 及 び 任 意 成 分 iv） に 対 す る 比 は 、
架 橋 剤 に 対 し て 反 応 性 の 成 分 ii） 及 び iv） の 基 （ 例 え ば Ｏ Ｈ 基 ） の 架 橋 剤 の 反 応 性 基 （ イ
ソ シ ア ネ ー ト の 場 合 は Ｎ Ｃ Ｏ 基 ） に 対 す る 当 量 比 が ０ ． ５ ： １ ． ０ ～ ３ ． ５ ： １ ． ０ 、 好
ま し く は １ ． ０ ： １ ． ０ ～ ３ ． ０ ： １ ． ０ と な る よ う に 、 選 択 す る 。
【 ０ ０ ９ ７ 】
　 成 分 ｉ ） 、 ii） 及 び iv） の 混 合 物 は 、 好 ま し く は ５ ～ ９ ５ 質 量 ％ 、 特 に 好 ま し く は ２ ５
～ ７ ５ 質 量 ％ の 成 分 ii） を 含 む 。 こ こ で 、 成 分 ｉ ） 及 び iv） の 量 は 、 成 分 ｉ ） 、 ii） 及 び
iv） の 合 計 が １ ０ ０ 質 量 ％ と な る よ う に 選 択 さ れ る 。
【 ０ ０ ９ ８ 】
　 塗 料 組 成 物 は 、 通 常 の 塗 料 添 加 剤 、 例 え ば 、 消 泡 剤 、 増 粘 剤 、 顔 料 、 分 散 助 剤 、 艶 消 し
剤 、 触 媒 、 皮 張 り 防 止 剤 、 沈 降 防 止 剤 及 び ／ 又 は 乳 化 剤 、 更 に は 、 望 ま し い 軟 質 感 触 効 果
を 増 す 為 の 添 加 剤 を 含 む こ と が で き る 。 塗 料 組 成 物 の 調 製 に 際 し て 、 添 加 剤 を 配 合 す る 時
点 は 、 特 に 重 要 で は な い 。
【 ０ ０ ９ ９ 】
　 硬 化 は 、 通 常 室 温 か ら １ ３ ０ ℃ の 温 度 で 行 わ れ る 。 こ れ に 関 し て 、 未 ブ ロ ッ ク ト ポ リ イ
ソ シ ア ネ ー ト を 架 橋 剤 と し て 用 い る ２ 成 分 系 で は 、 上 記 温 度 範 囲 の 中 で 比 較 的 低 い 温 度 を
使 用 す る 。
【 ０ １ ０ ０ 】
　 キ ャ リ ア フ ィ ル ム 上 で の 塗 膜 の 形 成 は 、 １ 成 分 噴 霧 器 又 は 場 合 に よ り ２ 成 分 噴 霧 器 を 使
用 し て 、 種 々 の 噴 霧 方 法 、 例 え ば 圧 縮 空 気 噴 霧 、 無 気 噴 霧 又 は 静 電 噴 霧 （ 静 電 塗 装 ） に よ
り 行 う こ と が で き る 。 し か し な が ら 、 塗 料 組 成 物 は 、 他 の 方 法 、 例 え ば 刷 毛 塗 り 、 ロ ー ル
塗 り 、 浸 漬 又 は ナ イ フ 塗 布 に よ り 、 適 用 す る こ と も で き る 。 キ ャ リ ア フ ィ ル ム の 一 部 を 被
覆 す る た め に 、 例 え ば ス ク リ ー ン 印 刷 法 を 採 用 す る こ と も 好 ま し い 。
　 層 厚 み は 、 ２ ～ １ ０ ０ μ m、 好 ま し く は ５ ～ ７ ５ μ m、 よ り 好 ま し く は ５ ～ ５ ０ μ mで あ
る 。
【 ０ １ ０ １ 】
　 複 合 フ ィ ル ム を 製 造 す る た め に 、 キ ャ リ ア フ ィ ル ム と し て 、 通 常 の プ ラ ス チ ッ ク フ ィ ル
ム 、 例 え ば PET、 ポ リ カ ー ボ ネ ー ト 、 PMMA又 は ポ リ ス ル ホ ン の フ ィ ル ム を 使 用 す る こ と が
で き る 。 フ ィ ル ム は 、 所 望 に よ り 、 コ ロ ナ 処 理 の よ う な 方 法 で 前 処 理 さ れ て い て も よ い 。
フ ィ ル ム の 厚 さ は 、 好 ま し く は ２ ～ ２ ０ ０ ０ μ mで あ る 。 ポ リ カ ー ボ ネ ー ト 及 び ポ リ カ ー
ボ ネ ー ト ブ レ ン ド の キ ャ リ ア フ ィ ル ム が 好 ま し く 使 用 さ れ る 。 キ ャ リ ア フ ィ ル ム は 、 複 数
の プ ラ ス チ ッ ク 層 の 複 合 フ ィ ル ム で あ っ て も よ い 。
【 ０ １ ０ ２ 】
　 既 知 の 又 は 市 販 の ポ リ カ ー ボ ネ ー ト 全 て が 、 キ ャ リ ア フ ィ ル ム と し て 適 し て い る 。 キ ャ
リ ア フ ィ ル ム と し て 好 ま し い ポ リ カ ー ボ ネ ー ト は 、 １ ０ ０ ０ ０ ～ ６ ０ ０ ０ ０ g/モ ル の 分 子
量 を 有 す る 。 こ の よ う な ポ リ カ ー ボ ネ ー ト は 、 例 え ば DE-B-1 300 266 に 記 載 の 方 法 に 従
っ て 界 面 重 縮 合 に よ り 、 又 は DE-A-1 495 730 に 従 っ て ジ フ ェ ニ ル カ ー ボ ネ ー ト と ビ ス フ
ェ ノ ー ル の 反 応 に よ り 、 製 造 す る こ と が で き る 。 好 ま し い ビ ス フ ェ ノ ー ル は 、 2,2-ジ (4-
ヒ ド ロ キ シ フ ェ ニ ル )プ ロ パ ン 、 す な わ ち ビ ス フ ェ ノ ー ル Ａ で あ る 。
【 ０ １ ０ ３ 】
　 他 の 適 切 な 芳 香 族 ジ ヒ ド ロ キ シ 化 合 物 も 使 用 す る こ と が で き 、 そ の 例 に は 、 2,2-ジ (4-
ヒ ド ロ キ シ フ ェ ニ ル )ペ ン タ ン 、 1,6-ジ ヒ ド ロ キ シ ナ フ タ レ ン 、 4,4'-ジ ヒ ド ロ キ シ ジ フ ェ
ニ ル ス ル フ ァ ン 、 4,4'-ジ ヒ ド ロ キ シ ジ フ ェ ニ ル エ ー テ ル 、 4,4'-ジ ヒ ド ロ キ シ ジ フ ェ ニ ル
ス ル ホ ン 、 4,4'-ジ ヒ ド ロ キ シ ジ フ ェ ニ ル メ タ ン 、 1,1-ジ (4-ヒ ド ロ キ シ フ ェ ニ ル )エ タ ン
、 4,4'-ジ ヒ ド ロ キ シ ジ フ ェ ニ ル -又 は ジ ヒ ド ロ キ シ シ ク ロ ア ル カ ン が 包 含 さ れ 、 好 ま し く
は ジ ヒ ド ロ キ シ ジ フ ェ ニ ル シ ク ロ ヘ キ サ ン 又 は ジ ヒ ド ロ キ シ シ ク ロ ペ ン タ ン 、 及 び こ れ ら
ジ ヒ ド ロ キ シ 化 合 物 の 混 合 物 で あ る 。
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【 ０ １ ０ ４ 】
　 キ ャ リ ア フ ィ ル ム と し て 特 に 適 し て い る ポ リ カ ー ボ ネ ー ト は 、 レ ゾ ル シ ノ ー ル 又 は ア ル
キ ル レ ゾ ル シ ノ ー ル の エ ス テ ル か ら 誘 導 さ れ る 単 位 を 含 む ポ リ カ ー ボ ネ ー ト 、 例 え ば WO 0
0/15718 又 は WO 00/26274 に 記 載 さ れ て い る よ う な ポ リ カ ー ボ ネ ー ト で あ る 。 こ れ ら ポ リ
カ ー ボ ネ ー ト は 、 例 え ば General Electric Company か ら 商 品 名 Sollx T M  と し て 市 販 さ れ
て い る 。
【 ０ １ ０ ５ 】
　 こ の よ う な キ ャ リ ア フ ィ ル ム に 加 え て 、 プ ラ ス チ ッ ク の ブ レ ン ド 又 は 混 合 物 の フ ィ ル ム
も 使 用 す る こ と が で き る 。 ポ リ カ ー ボ ネ ー ト と ポ リ エ ス テ ル （ 例 え ば ポ リ ブ チ レ ン テ レ フ
タ レ ー ト 又 は ポ リ エ チ レ ン テ レ フ タ レ ー ト ） と の ブ レ ン ド 、 及 び シ ク ロ ヘ キ サ ン ジ カ ル ボ
ン 酸 と シ ク ロ ヘ キ サ ン ジ メ タ ノ ー ル の ポ リ エ ス テ ル は 、 特 に 有 用 で あ る こ と が 分 か っ て い
る 。 そ の よ う な 製 品 は 、 Bayer MaterialScience AG か ら 商 品 名 Bayfol T M  と し て 、 又 は Ge
neral Electric Company か ら 商 品 名 Xylex T M  と し て 市 販 さ れ て い る 。
【 ０ １ ０ ６ 】
　 US-A 3 737 409 に 開 示 さ れ た コ ポ リ カ ー ボ ネ ー ト も 使 用 す る こ と が で き る 。 ビ ス フ ェ
ノ ー ル Ａ 及 び ジ -(3,5-ジ メ チ ル ジ ヒ ド ロ キ シ フ ェ ニ ル )ス ル ホ ン に 基 づ く コ ポ リ カ ー ボ ネ
ー ト は 、 高 い 熱 変 形 温 度 に 特 徴 が あ り 、 特 に 好 ま し い 。 更 に 、 異 な る ポ リ カ ー ボ ネ ー ト の
混 合 物 も 使 用 で き る 。
【 ０ １ ０ ７ 】
　 耐 衝 撃 性 PMMAは 、 適 当 な 添 加 剤 に よ り 耐 衝 撃 性 が 付 与 さ れ た ポ リ メ チ ル メ タ ク リ レ ー ト
で あ り 、 好 ま し く 使 用 さ れ る 。 適 当 な 耐 衝 撃 性 PMMAは 、 例 え ば M. Stickler, T. Rheinn 
に よ り  Ullmann's Encyclopedia of Intustrial Chemistry 第 Ａ ２ １ 巻 、 第 ４ ７ ３ ～ ４ ８
６ 頁 （ VCH Publishers, Weinheim, 1992） に 、 及 び H. Domininghaus に よ り Die Kunststo
ffe und ihre Eigenschaften (VDI-Verlag, Duesseldorf, 1992） に 記 載 さ れ て い る 。
【 ０ １ ０ ８ 】
　 既 知 方 法 の 全 て 、 例 え ば ア ダ プ タ に よ る 方 法 、 若 し く は 層 の 共 押 出 又 は 積 層 に よ る 方 法
が 、 キ ャ リ ア フ ィ ル ム の 製 造 に 適 し て い る 。 キ ャ リ ア フ ィ ル ム は 、 溶 液 か ら の キ ャ ス ト （
流 延 ） に よ り 製 造 す る こ と も で き る 。
【 ０ １ ０ ９ 】
　 キ ャ リ ア フ ィ ル ム の 表 面 は 、 光 沢 が あ っ て も 、 表 面 模 様 付 き 又 は 艶 消 し に さ れ て い て も
よ い 。
【 ０ １ １ ０ 】
　 適 当 な 裏 打 ち 射 出 、 裏 打 ち プ レ ス 又 は 裏 打 ち 注 型 プ ラ ス チ ッ ク に は 、 既 知 の 熱 可 塑 性 ポ
リ マ ー 物 質 の 全 て が 包 ま れ る 。 適 切 な ポ リ マ ー 物 質 に は 、 ポ リ オ レ フ ィ ン 、 例 え ば ポ リ エ
チ レ ン 、 ポ リ プ ロ ピ レ ン な ど ； ポ リ エ ス テ ル 、 例 え ば ポ リ ブ チ レ ン テ レ フ タ レ ー ト （ PBT
） 、 ポ リ エ チ レ ン テ レ フ タ レ ー ト （ PET） な ど ； ポ リ シ ク ロ オ レ フ ィ ン ； ポ リ (メ タ )ア ク
リ レ ー ト ； ポ リ ア ミ ド ； ポ リ カ ー ボ ネ ー ト ； ポ リ ウ レ タ ン ； ポ リ ア セ タ ー ル 、 例 え ば ポ リ
オ キ シ メ チ レ ン （ POM） な ど ； ポ リ ス チ レ ン ； ポ リ フ ェ ニ レ ン エ ー テ ル ； ポ リ ス ル ホ ン ；
ポ リ エ ー テ ル ス ル ホ ン ； ポ リ エ ー テ ル ケ ト ン ； ス チ レ ン (コ )ポ リ マ ー ； 又 は こ れ ら ポ リ マ
ー の 混 合 物 の よ う な 熱 可 塑 性 ポ リ マ ー が 包 含 さ れ る 。
【 ０ １ １ １ 】
　 特 に 適 し て い る ポ リ カ ー ボ ネ ー ト は 、 ビ ス フ ェ ノ ー ル Ａ 及 び TMC-ビ ス フ ェ ノ ー ル ポ リ カ
ー ボ ネ ー ト で あ る 。 好 ま し い ポ リ マ ー 混 合 物 は 、 ポ リ カ ー ボ ネ ー ト 及 び ポ リ ブ チ レ ン テ レ
フ タ レ ー ト 、 又 は ポ リ カ ー ボ ネ ー ト 及 び Ａ Ｂ Ｓ ポ リ マ ー を 含 む 。
【 ０ １ １ ２ 】
　 複 合 フ ィ ル ム に お け る 軟 質 感 触 層 の 非 常 に 良 好 な 成 形 特 性 及 び 良 好 な 接 着 性 、 更 に 良 好
な 伸 展 性 の 故 に 、 水 平 形 成 、 す な わ ち 実 質 的 に 平 ら な 成 形 品 、 又 は シ ェ ル 形 成 形 品 の み な
ら ず 、 く ぼ み 及 び 突 起 （ Ausformungen） （ 垂 直 突 起 を 含 む ） 又 は 空 洞 を 有 す る 成 形 品 （ 例
え ば 携 帯 電 話 の キ ー パ ッ ド ） を 製 造 す る こ と が で き る 。 複 合 フ ィ ル ム に よ る 良 好 な 表 面 特
性 は 、 要 求 の 厳 し い 形 状 を 有 す る 複 合 成 形 品 で も 得 ら れ る 。
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　 本 発 明 の 成 形 品 は 、 通 信 機 器 、 自 動 車 、 船 舶 及 び 航 空 機 の 製 造 に 使 用 さ れ る 。
【 ０ １ １ ３ 】
　 以 下 、 実 施 例 に よ り 本 発 明 を よ り 詳 細 に 説 明 す る 。
【 実 施 例 】
【 ０ １ １ ４ 】
使 用 し た フ ィ ル ム :
Bayfol T M  CR 6-2: ポ リ カ ー ボ ネ ー ト ブ レ ン ド の 375 μ m厚 押 出 フ ィ ル ム （ Bayer Material
Science AG製 ）
【 ０ １ １ ５ 】
軟 質 感 触 被 膜 の 製 造 に 使 用 し た 材 料 ：
成 分 ｉ ：
Bayhydrol T M  PR 240:
ヒ ド ロ キ シ ル 基 を 有 さ ず 、 固 形 分 ４ ０ ％ お よ び 平 均 粒 径 １ ０ ０ ～ ３ ０ ０ ｎ ｍ を 有 す る 脂 肪
族 ア ニ オ ン 親 水 性 PU分 散 体 （ Bayer MaterialScience AG（ ド イ ツ 、 レ ー フ ェ ル ク ー ゼ ン ）
製 ）
Bayhydrol T M  XP 2419:
ヒ ド ロ キ シ ル 基 を 有 さ ず 、 固 形 分 ５ ０ ％ を 有 す る 脂 肪 族 ア ニ オ ン 親 水 性 PU分 散 体 （ Bayer 
MaterialScience AG（ ド イ ツ 、 レ ー フ ェ ル ク ー ゼ ン ） 製 ）
【 ０ １ １ ６ 】
成 分 ii：
Bayhydrol T M  XP 2429:
固 形 分 ５ ５ ％ 、 Ｏ Ｈ 含 量 約 ０ ． ８ ％ を 有 す る 脂 肪 族 ヒ ド ロ キ シ 官 能 性 ポ リ エ ス テ ル － ポ リ
ウ レ タ ン 分 散 体 （ Bayer MaterialScience AG（ ド イ ツ 、 レ ー フ ェ ル ク ー ゼ ン ） 製 ）
Bayhydrol T M  VP LS 2058:
固 形 分 約 ４ ２ ％ 、 Ｏ Ｈ 含 量 約 ２ ％ を 有 す る ヒ ド ロ キ シ 官 能 性 ポ リ ア ク リ レ ー ト 水 性 分 散 体
（ Bayer MaterialScience AG（ ド イ ツ 、 レ ー フ ェ ル ク ー ゼ ン ） 製 ）
Bayhydrol T M  A 145:
固 形 分 約 ４ ５ ％ 、 固 形 樹 脂 に 基 づ い た Ｏ Ｈ 含 量 約 ３ ． ３ ％ を 有 す る 水 希 釈 可 能 な ヒ ド ロ キ
シ 官 能 性 ポ リ ア ク リ レ ー ト 分 散 体 （ Bayer MaterialScience AG（ ド イ ツ 、 レ ー フ ェ ル ク ー
ゼ ン ） 製 ）
Bayhydrol T M  PT 241:
固 形 分 約 ４ １ ％ 、 固 形 樹 脂 に 基 づ い た Ｏ Ｈ 含 量 約 ２ ． ５ ％ を 有 す る ヒ ド ロ キ シ 官 能 性 ポ リ
エ ス テ ル － ポ リ ウ レ タ ン 分 散 体 （ Bayer MaterialScience AG（ ド イ ツ 、 レ ー フ ェ ル ク ー ゼ
ン ） 製 ）
【 ０ １ １ ７ 】
成 分 iii:
Bayhydur T M  3100:
イ ソ シ ア ネ ー ト 含 量 １ ７ ． ４ ％ を 有 す る ヘ キ サ メ チ レ ン － ジ イ ソ シ ア ネ ー ト （ Ｈ Ｄ Ｉ ） に
基 づ く 親 水 性 脂 肪 族 ポ リ イ ソ シ ア ネ ー ト （ Bayer MaterialScience AG（ ド イ ツ 、 レ ー フ ェ
ル ク ー ゼ ン ） 製 ）
【 ０ １ １ ８ 】
添 加 剤 ：
BYK 348: 湿 潤 剤  (BYK-Chemie、 ド イ ツ 、 ウ ェ ー ゼ ル )
Tego-Wet KL 245: 流 動 添 加 剤 、 水 中 ５ ０ ％ 濃 度 （ Tegochemie、 ド イ ツ 、 エ ッ セ ン ）
Aquacer 535: ワ ッ ク ス エ マ ル ジ ョ ン (BYK-Chemie、 ド イ ツ 、 ウ ェ ー ゼ ル )
Defoamer DNE: 消 泡 剤  (K. Obermeyer、 ド イ ツ 、 Bad Berleburg)
Sillitin Z 86: 充 填 剤  (Hoffmann & Soehne、 ド イ ツ 、 ノ イ ブ ル ク )
Pergopak M 3: 充 填 ・ 艶 消 し 剤  (Martinswerk、 ド イ ツ 、 Bergheim)
Talcum IT extra: 艶 消 し 剤 (Norwegian Talc、 ド イ ツ 、 フ ラ ン ク フ ル ト )
Bayferrox T M : 着 色 顔 料 (黒 ) (Bayer AG、 ド イ ツ 、 レ ー フ ェ ル ク ー ゼ ン )
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OK 412: 艶 消 し 剤 (Degussa、 ド イ ツ 、 フ ラ ン ク フ ル ト )
MPA: 1-メ ト キ シ -2-プ ロ ピ ル ア セ テ ー ト
【 ０ １ １ ９ 】
【 表 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ １ ２ ０ 】
　 予 備 分 散 し た 後 、 ス ト ッ ク 塗 料 組 成 物 （ 成 分 ｉ )お よ び ii)並 び に 添 加 剤 ） を 、 実 験 室 用
シ ェ ー カ ー で 練 磨 す る こ と に よ っ て 調 製 し た 。 分 散 体 の 温 度 は 、 ４ ０ ℃ を 超 え な か っ た 。
次 い で 、 OK 412を 約 １ ０ 分 間 攪 拌 ・ 混 合 し た 。 架 橋 後 、 塗 料 系 を 、 約 ３ ０ 秒 間 の 流 れ 時 間
に 調 整 し 、 フ ィ ル ム Bayfol T M  CR 6-2の 粗 面 側 に １ 層 で 、 常 套 方 法 に よ り 噴 霧 し 、 次 の 乾
燥 条 件 で 乾 燥 さ せ た ： 大 気 中 で の 蒸 発 、 室 温 で １ ０ 分 間 、 ８ ０ ℃ で ３ ０ 分 間 、 ６ ０ ℃ で １
６ 時 間 （ エ ー ジ ン グ ） 。
　 被 覆 層 の 厚 さ は ３ ０ ～ ４ ０ μ ｍ で あ っ た 。
　 塗 膜 で 覆 わ れ た フ ィ ル ム を 種 々 の 特 性 に つ い て 試 験 し た 。 結 果 を 以 下 の 表 ２ お よ び ３ に
示 す 。
【 ０ １ ２ １ 】
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【 表 ２ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

【 ０ １ ２ ２ 】
高 圧 成 形 に よ る 熱 成 形 性
　 実 施 例 １ ～ ６ に 従 っ て 被 覆 し た Bayfol T M  6-2フ ィ ル ム を 、 DE-A 38 40 542に 従 っ て 成 形
し た 。 実 験 は 、 高 圧 成 形 装 置 モ デ ル SAMK 360（ HDVF Kunststoffmaschinen GmbH製 ） で 行
っ た 。 加 熱 － 換 気 ダ イ ヤ フ ラ ム を 、 裏 打 ち 射 出 実 験 用 成 形 型 と し て 使 用 し た 。 成 形 パ ラ メ
ー タ は 、 次 の よ う に 選 択 し た ： 加 熱 時 間 １ ３ 秒 、 加 熱 領 域 設 定 ２ ４ ０ ～ ２ ８ ０ ℃ 、 型 温 度
１ ０ ０ ℃ 、 成 形 圧 力 １ ２ ０ bar。 成 形 フ ィ ル ム を 形 状 に 従 っ て 切 り 抜 い た 。 成 形 後 の 塗 膜
の 付 着 性 、 亀 裂 お よ び 白 化 を 視 覚 的 に 評 価 し た 。
【 ０ １ ２ ３ 】
【 表 ３ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ １ ２ ４ 】
１ 　 触 覚 的 性 質 ： 数 値 ： ０ （ 非 常 に 良 好 ） 、 １ （ 良 好 ） 、 ２ （ 十 分 ） 、 ３ お よ び ４ （ 不 適
切 ） 、 ５ （ 不 良 ）
２ 　 光 沢
３ 　 脱 脂 綿 と の 接 触 （ 室 温 で １ 分 ） ： ０ （ 損 傷 な し ） － ５ （ 塗 膜 損 傷 ）
４ 　 ク ロ ッ ク メ ー タ  Atlas CM6： 使 用 し た リ ン ネ ル 布 の 変 色 が 目 視 で き る ま で の ス ト ロ ー
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ク 数 ： － ＝ 乾 燥 布 、 ＋ ＝ エ タ ノ ー ル を 浸 し た 布
５ 　 DIN EN ISO 1522に 従 っ た ケ ー ニ ッ ヒ 振 子 硬 度
６ 　 数 値 ： ０ （ 非 常 に 良 好 ） 、 １ （ 良 好 ） 、 ２ （ 十 分 ） 、 ３ お よ び ４ （ 不 適 切 ） 、 ５ （ 不
良 ）
　 ０ （ 亀 裂 な し ）
　 １ （ わ ず か な 亀 裂 ）
　 ２ （ 亀 裂 ）
　 ３ （ よ り ひ ど い 亀 裂 ）
　 ４ （ ひ ど い 亀 裂 ）
　 ５ （ 大 部 分 に わ た り か な り ひ ど い 亀 裂 ）
【 ０ １ ２ ５ 】
　 表 ２ お よ び ３ に 示 し た 結 果 は 、 被 覆 フ ィ ル ム の 非 常 に 良 好 な 熱 成 形 性 が 、 本 発 明 に 従 っ
て 使 用 し た 柔 ら か い 手 触 り の 透 明 被 覆 （ 実 施 例 １ お よ び ２ ） に よ っ て の み 得 る こ と が で き
る こ と を 示 し て い る 。
【 ０ １ ２ ６ 】
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【 表 ４ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ １ ２ ７ 】
　 予 備 分 散 し た 後 、 ス ト ッ ク 塗 料 組 成 物 を 、 実 験 室 用 シ ェ ー カ ー で 練 磨 す る こ と に よ っ て
調 製 し た 。 分 散 体 の 温 度 は 、 ４ ０ ℃ を 超 え な か っ た 。 次 い で 、 OK412を 約 １ ０ 分 間 攪 拌 ・
混 合 し た 。 架 橋 後 、 塗 料 系 を 、 水 を 添 加 す る こ と （ DIN ISO 2431、 5mmノ ズ ル ） に よ っ て
約 ３ ０ 秒 間 の 流 れ 時 間 に 調 整 し 、 フ ィ ル ム Bayfol T M  CR 6-2の 粗 面 上 に １ 層 で 常 套 方 法 に
よ り 噴 霧 し 、 次 の 乾 燥 条 件 で 乾 燥 さ せ た ： 大 気 中 で の 蒸 発 、 室 温 で １ ０ 分 間 、 ８ ０ ℃ で ３
０ 分 間 、 ６ ０ ℃ で １ ６ 時 間 （ エ ー ジ ン グ ） 。
　 被 覆 層 の 厚 さ は ３ ０ ～ ４ ０ μ ｍ で あ っ た 。
　 被 覆 で 覆 わ れ た フ ィ ル ム を 種 々 の 特 性 に つ い て 試 験 し た 。 結 果 を 以 下 の 表 ５ お よ び ６ に
示 す 。
【 ０ １ ２ ８ 】
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【 表 ５ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ １ ２ ９ 】
高 圧 成 形 に よ る 熱 成 形 性
　 実 施 例 ７ ～ １ ２ に 従 っ て 被 覆 し た Bayfol T M  6-2フ ィ ル ム を 、 DE-A 38 40 542に 従 っ て 成
形 し た 。 実 験 は 、 高 圧 成 形 装 置 モ デ ル SAMK 360（ HDVF Kunststoffmaschinen GmbH製 ） で
行 っ た 。 加 熱 － 換 気 ダ イ ヤ フ ラ ム を 、 裏 打 ち 射 出 実 験 用 成 形 型 と し て 使 用 し た 。 成 形 パ ラ
メ ー タ は 、 次 の よ う に 選 択 し た ： 加 熱 時 間 １ ３ 秒 、 設 定 加 熱 範 囲 ２ ４ ０ ～ ２ ８ ０ ℃ 、 型 温
度 １ ０ ０ ℃ 、 成 形 圧 力 １ ２ ０ bar。 成 形 フ ィ ル ム を 形 状 に 従 っ て 、 切 り 抜 い た 。 成 形 後 の
被 覆 の 付 着 性 、 亀 裂 お よ び 白 化 （ 変 色 ） を 視 覚 的 に 評 価 し た 。
【 ０ １ ３ ０ 】
【 表 ６ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ １ ３ １ 】
　 表 ５ お よ び ６ で 示 さ れ た 結 果 は 、 被 覆 フ ィ ル ム の 非 常 に 良 好 な 熱 成 形 性 が 、 特 有 の 着 色
し た 柔 ら か い 手 触 り の 本 発 明 の 被 覆 （ 実 施 例 ７ お よ び ８ ） に よ っ て の み 得 ら れ る こ と が で
き る こ と を 示 し て い る 。
【 ０ １ ３ ２ 】
実 施 例 １ ３ ： ス ク リ ー ン 印 刷 に よ る 塗 布
　 予 備 分 散 し た 後 、 実 験 １ ～ １ ２ の ス ト ッ ク 塗 料 組 成 物 を 、 実 験 室 用 シ ェ ー カ ー で 練 磨 す
る こ と に よ っ て 調 製 し た 。 分 散 体 の 温 度 は 、 ４ ０ ℃ を 超 え な か っ た 。 次 い で 、 OK412を 約
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１ ０ 分 間 攪 拌 ・ 混 合 し た 。 Bayhydur T M  3100に よ る 架 橋 後 、 塗 料 系 を 、 ガ ラ ス 棒 に よ り Bor
chigel I 75（ 水 中 ２ ５ ％ 、 Borchers製 の 増 粘 剤 ） と 混 合 し た 。 そ の 後 、 Bayfol T M  CR 6-2
の 粗 面 上 に ス ク リ ー ン 印 刷 に よ り 印 刷 し 、 室 温 で １ ０ 分 間 放 置 し た 。 フ ィ ル ム を ト ン ネ ル
乾 燥 機 に よ り ６ ５ ℃ 、 ２ ｍ ／ 分 で 乾 燥 し た 。
　 被 覆 層 の 厚 さ は １ ０ μ ｍ で あ っ た 。
評 価 ：
　 実 施 例 １ 、 ２ 、 ７ お よ び ８ の 軟 質 感 触 被 膜 で 印 刷 し た フ ィ ル ム は 、 心 地 よ い 手 触 り を 有
し 、 白 化 お よ び 亀 裂 な し に 、 加 圧 下 で 形 成 で き た （ Ｈ Ｐ Ｆ ） 。
【 ０ １ ３ ３ 】
実 施 例 １ ４ ： 裏 打 ち 射 出 に 対 す る 適 性
　 軟 質 感 触 被 膜 で 覆 わ れ た 実 施 例 １ ～ １ ２ の 成 形 フ ィ ル ム の 面 が 、 熱 可 塑 性 物 質 の 注 入 点
の 反 対 側 に な る よ う に 、 切 り 抜 い て 成 形 し た 被 覆 フ ィ ル ム を 、 開 放 し た 射 出 金 型 内 に 配 置
し た 。 フ ィ ル ム を 、 静 電 帯 電 に よ っ て 型 内 に 固 定 し た 。 金 型 閉 じ た 後 に 、 相 対 粘 度 １ ． ３
（ ２ ０ ℃ の 塩 化 メ チ レ ン 中 、 濃 度 ０ ． ５ ｇ ／ １ ０ ０ ｃ ｌ で 測 定 ） を 有 す る ビ ス フ ェ ノ ー ル
Ａ ポ リ カ ー ボ ネ ー ト を 型 中 に 射 出 し た 。 完 成 部 品 の 合 計 厚 さ は ６ ｍ ｍ で あ っ た 。
【 ０ １ ３ ４ 】
評 価 ：
　 裏 打 ち 射 出 後 、 柔 ら か い 手 触 り の 被 覆 で 覆 わ れ た 複 合 成 形 品 は 、 光 沢 の あ る 領 域 を 示 さ
な か っ た 。 小 半 径 で 形 成 さ れ た 裏 打 ち 射 出 複 合 体 フ ィ ル ム の 領 域 は 、 全 面 に わ た り 均 一 な
艶 消 し 表 面 を 示 し 、 心 地 よ い 手 触 り を 有 し て い た 。
【 ０ １ ３ ５ 】
　 本 発 明 を 例 示 す る た め に 前 記 に 詳 し く 説 明 し た が 、 そ の よ う な 説 明 は 例 示 す る も の に す
ぎ ず 、 特 許 請 求 の 範 囲 に よ っ て 限 定 さ れ る 以 外 は 、 本 発 明 の 意 図 お よ び 範 囲 を 逸 脱 せ ず に
当 業 者 に よ っ て そ れ ら に 変 更 を 加 え う る と 理 解 さ れ る も の と す る 。
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